
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル公衆回線に接続可能であり、デジタル無線基地局機能を有する無線通信装置に
おいて、
　
　前記デジタル公衆回線と同期した第１のクロックを発生する第１のクロック発生手段と
、
　 第２のクロックを分周することにより、無線通信のための第
３のクロックを発生する第３のクロック発生手段と、
　デジタル公衆回線との同期がとれていると、第１のクロックに同期して、第３のクロッ
クを発生させる制御手段と、
　を備えたことを特徴とする無線通信装置。
【請求項２】
　更に、第２のクロック及び第３のクロックに基づき動作するデジタル無線ベースバンド
処理手段を有し、前記デジタルベースバンド処理手段は、無線伝送フレームの組立及び分
解処理を行う組立分解手段を備えたことを特徴とする請求項１記載の無線通信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、デジタル公衆回線に接続され、デジタル無線（たとえばＰＨＳ）の親機機能を
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高周波ユニットと、

前記高周波ユニットからの



有する無線通信装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、ＩＳＤＮの普及に伴い、パソコンなどのデータ端末をターミナルアダプタを介して
ＩＳＤＮに接続し、データ端末で処理されたデータを送受信できるようになってきている
。この場合、データ端末をＲＳ２３２Ｃなどのケーブルでターミナルアダプタに接続し、
ＰＣからターミナルアダプタに対して２４００ｂｐｓ、４８００ｂｐｓ、９６００ｂｐｓ
、１９．２Ｋｂｐｓ，３８．４Ｋｂｐｓなどの伝送速度で調歩同期方式でデータを送信し
ている。データを受けたターミナルアダプタでは、ＩＴＵ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｕｉｏｎ）－Ｔ標準勧告のＶ．１１０、Ｉ．
４６０に従って、データを６４Ｋｂｐｓの伝送速度に変換してＩＳＤＮに送信している。
【０００３】
また、ＰＨＳ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｈａｎｄｙ－ｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）の普及に伴
い、ＰＨＳを利用して無線データ伝送を行う端末も実用化されている。ＰＨＳを利用して
無線データ伝送を行う場合には、端末間で再送制御などを行うために、所定のフォーマッ
トのフレームを構成してデータ伝送を行っている。日本においては、ＰＩＡＦＳ（ＰＨＳ
　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｆｏｒｕｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ）として、無線デー
タ伝送プロトコルが標準化されている。この無線データ伝送プロトコルを利用することで
、データ端末を用いた無線によるデータ通信を実現することが可能となっている。
【０００４】
また、これらＩＳＤＮとＰＨＳを組合せることにより、公衆回線を介して有線及び無線に
よる音声や各種データの通信が可能となっている。例えば、図２７に示したように、ＰＨ
Ｓ親機１００２、バーソナルコンピュータ等のデータ端末１００３、ファクシミリ装置１
００４をターミナルアダプタ１００１を介してＩＳＤＮ１０００に接続すると共に、デー
タ端末１００３には、スキャナ１００６やプリンタ１００７を接続し、ＰＨＳ電話機１０
０５からの音声やスキャナにて読取られた画像データ等をＩＳＤＮ１０００を介して送信
すること等が可能となっている。
【０００５】
このように、ＩＳＤＮを介してデータ通信を行う場合、網（ＩＳＤＮ）との同期を取るた
めの付加回路が必要となり、その網同期処理は、ＴＡ（Ｔｅｒｍｉｎａｌ　Ａｄａｐｔｅ
ｒ）により行っている。
【０００６】
図２８は、網同期処理を行う従来のＴＡの概略構成を示すブロック図であり、図示したよ
うに、従来のＴＡは、ＣＰＵ１１００、メモリ１１０１、バス１１０２、ＩＳＤＮインタ
ーフェイス１１０３、ＨＤＬＣ（Ｈｉｇｈｌｅｖｅｌ　Ｄａｔａ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ）コントローラ１１０４、ＰＬＬ（Ｐｈａｓｅ－Ｌｏｃｋ　Ｌｏｏｐ）回路１１０５
、ローパスフィルタ１１０６、ＴＣＶＣＸＯ（Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ　ｃｏｍｐｅｎｓ
ａｔｅｄ　ｖｏｌｔａｇｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｏｓｃｉｌｌａｔ
ｏｒ）１１０７、ベースバンド処理部（ＢＢＩＣ）１１０８、ＲＳ２３２Ｃコントローラ
１１１０等により構成されている。そして、ＰＬＬ回路１１０５、ローパスフィルタ１１
０６、ＴＣＶＣＸＯ１１０７を用いて網（ＩＳＤＮ）との同期を取るように構成されてい
る。
【０００７】
ところで、ＩＳＤＮに接続されたデジタル無線通信装置で用いられるクロックは、ＲＣＲ
　ＳＴＤ（Ｒｅｓｅａｒｃｈ＆ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ｒａｄ
ｉｏ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｓｔａｎｄａｒｄ）－２８の標準規格により、周波数安定度は±
３ｐｐｍ、伝送速度精度は±５ｐｐｍという非常に高い精度が要求されるが、従来は、Ｉ
ＳＤＮから受信するクロックによりタイミングを取って無線部を動作させるのは難しかっ
た。
【０００８】
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従って、ＰＨＳとＩＳＤＮの間でデータ［ＰＣＭ（Ｐｕｌｓｅ　Ｃｏｄｅ　Ｍｏｄｕｌａ
ｔｉｏｎ）符号化された音声を含む］の送受信を行う場合、データのオーバーラン、アン
ダーランを防ぐためにＩＳＤＮ回線とＰＨＳ無線回線が同期して動作することが必要とな
る。
【０００９】
その一方で、ＰＨＳ無線回線の同期タイミング精度は、±５ｐｐｍ以内という高い精度が
求められる。ＩＳＤＮから抽出される同期タイミングクロックの精度は±５ｐｐｍに比べ
て悪いものであったため、図２８に示したＴＣＶＣＸＯ１１０７とＰＬＬ１１０５などか
ら構成される同期システムによって、ＩＳＤＮに同期した６４ＫＨｚクロック１１１２と
ＴＣＶＣＸＯ１１０７より生成される１９．２ＭＨｚクロックにより、ベースバンド処理
部１１０８で生成される６４ＫＨｚクロック１１１２を補正し、この補正したクロックに
よりＴＣＶＣＸＯ１１０７を制御して動作させていた。
【００１０】
ＴＣＶＣＸＯ１１０７は、入力電圧の大きさの如何に拘わらず、出力周波数が１９．２Ｍ
Ｈｚ±３ｐｐｍに収まっており、ＴＣＶＣＸＯ１１０７の出力クロックに基づいて、ベー
スバンド処理部１１０８で生成される６４ＫＨｚクロック１１１３とＩＳＤＮに同期した
６４ＫＨｚクロック（ＩＳＤＮクロック）１１１２がＰＬＬ１１０５に入力される。
【００１１】
ＰＬＬ１１０５は、ベースバンド処理部１１０８で生成される６４ＫＨｚクロック１１１
３とＩＳＤＮクロック１１１２との位相を比較し、ＩＳＤＮクロック１１１２の位相の方
が進んでいれば５Ｖのパルスが出力され、位相が遅れていれば０Ｖのパルスを出力する。
このＰＬＬ１１０５の出力パルスは、ローパスフィルタ１１０６で平滑され、この平滑さ
れた信号が電圧制御信号としてＴＣＶＣＸＯ１１０７に入力されることにより、ＴＣＶＣ
ＸＯ１１０７の発振周波数が制御される。
【００１２】
すなわち、ＩＳＤＮクロックの位相が進むとＴＣＶＣＸＯ１１０７の制御電圧が上昇し、
ＴＣＶＣＸＯ１１０７の出力周波数は高くなり、ＴＣＶＣＸＯ１１０７の出力とＩＳＤＮ
クロック１１１２の位相が一致する方向に向かう。逆に、ＩＳＤＮクロックの位相が遅れ
ると、ＴＣＶＣＸＯ１１０７の制御電圧が低下し、ＴＣＶＣＸＯ１１０７の出力周波数は
低くなり、ＴＣＶＣＸＯ１１０７の出力とＩＳＤＮクロック１１１２の位相が一致する方
向に向かう。このようにしてＩＳＤＮクロック１１１２との同期が取られたＴＣＶＣＸＯ
１１０７の出力は、ベースバンド処理部１１０８に入力され、ベースバンド処理部１１０
８は、ＴＣＶＣＸＯ１１０７の出力信号に基づいて６４ＫＨｚクロック１１１３を生成す
るので、結局、ベースバンド処理部１１０８で生成される６４ＫＨｚクロック１１１３と
ＩＳＤＮクロック１１１２との同期が取られることとなる。
【００１３】
なお、特開平７－３０７９６９号公報に記載されているように、デジタル網に同期してい
る第１のクロック源と、第１のクロック源より精度の高いクロックを供給する第２のクロ
ック源と、第１のクロック源または第２のクロック源と同期して動作する第１の通話路ユ
ニットと、第２のクロック源に同期して動作する第２の通話路ユニットにより構成され、
内線通信であるか外線通信であるかにより、通話路ユニットを選択して通信を行うデジタ
ル無線電話装置も考えられている。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、ＲＣＲ　ＳＴＤ－２８では、周波数安定度の絶対精度は±３ｐｐｍで規定
され、基地局および移動局間の５ｍｓ毎のバースト送受信の精度を示す伝送速度の絶対精
度は±５ｐｐｍで規定されている。このように、伝送速度精度の絶対精度が周波数安定度
の絶対精度よりも緩やかな規格になっているにも拘わらず、従来は、周波数安定度が±３
ｐｐｍという精度の高い基準周波数を基に伝送に関わるクロックを作成していた。
【００１５】
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このため、従来は、ＴＣＶＣＸＯとしては、高精度に周波数を可変し得る非常にコストの
高いものを使用しなければならなかった。また、ＴＣＶＣＸＯの周波数を電圧で制御する
ために用いられるＰＬＬ回路１１０５内の位相比較器は、位相の比較結果をアナログの電
圧値に変換する必要があり、外部にコンデンサ、抵抗が必要となり、基板を小型化するこ
とができなかった。
【００１６】
さらに、現在市場に出ているＲＦモジュールは、内部にＴＣＸＯ（Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒ
ｅ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｅｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｏｓｃｉｌｌａｔｏｒ）を標準で搭載し
ており、可変ではないが±３ｐｐｍの精度で基準クロックを出力することができる。従っ
て、外部にＴＣＶＣＸＯを搭載する場合、標準で搭載しているＴＣＸＯは無駄となる。
【００１７】
また、前述の特開平７－３０７９６９号公報に記載されているデジタル無線電話装置にお
いては、デジタル網よりも高精度のクロック源を搭載しているにも拘わらず、無線部を介
して通信を行うときは、ＩＳＤＮとの間にバッファを設ける必要があった。さらに、複数
の通話路を制御するための回路構成やソフトウェアが複雑になり、より高価な製品になっ
てしまっていた。また、ＩＳＤＮとの同期が完全には取れていないため、音声通信時には
目立たないデータスリップが生じ、ＰＩＡＦＳ等の無線を使用したデータ通信時には、フ
レームの再送を引き起こしスループットを低下させるという問題があった。
【００１８】
そこで、種々検討した結果、最近は、通信技術の進歩によって、ＩＳＤＮから受信するク
ロックの精度が大幅に向上しているので、ＩＳＤＮからのクロックを利用する方法を研究
した。
【００１９】
　本発明は、このような背景の下になされたもので、その課題は、

を安価に することにあ
る。
【００２０】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するため、請求項１記載の発明は、デジタル公衆回線に接続可能であり
、デジタル無線基地局機能を有する無線通信装置において、

前記デジタル公衆回線（１０７）と同期した第１のクロック（２６０）を発生する第１
のクロック発生手段と、 第２のクロック（３１８）
を分周することにより、無線通信のための第３のクロック（３１６）を発生する第３のク
ロック発生手段（ＤＰＬＬ）と、デジタル公衆回線（１０７）との同期がとれていると、
第１のクロック（２６０）に同期して、第３のクロック（３１６）を発生させる制御手段
（２０１）とを備えている。
【００２１】
また、請求項２記載の発明は、更に、第２のクロック（３１８）及び第３のクロック（３
１６）に基き動作するデジタル無線ベースバンド処理手段（２３９、２４０）を有し、前
記デジタルベースバンド処理手段（２３９、２４０）は、無線伝送フレームの組立及び分
解処理を行う組立分解手段（３０４、３０９）を備えている。
【００２７】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して、本発明の実施の形態を詳細に説明する。
【００２８】
図１は、本発明の実施の形態による無線通信装置を適用した通信システムを示す図である
。図１において、１０１は無線通信装置、１０２，１０４はＰＨＳ電話機、１０３は有線
ケーブルで接続されたパーソナルコンピュータ等のデータ端末、１０５は無線データ伝送
プロトコル（ＰＩＡＦＳ）処理カード（以下、ＰＩＡＦＳカードという）、１０６はＰＩ
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高周波ユニット（２４１）と
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前記高周波ユニット（２４１）からの



ＡＦＳカード１０５により無線で接続されたパーソナルコンピュータ等のデータ端末、１
０７はデジタル公衆通信網としてのＩＳＤＮである。なお、本無線通信装置は、ＰＨＳ親
機機能、ファクシミリ機能、プリンタ機能等を備えた複合機に搭載されたものである。
【００２９】
図２は、無線通信装置１０１の概略構成を示すブロック図である。図２において、２０１
は装置全体の制御を司る中央制御部（ＭＰＵ）、２０２はバス（データバスおよびアドレ
スバス）、２０３は各種のプログラムが格納されたＲＯＭ、２０４はワークエリア等とし
て利用されるＲＡＭである。２０５はＦＡＸエンジン用のＣＰＵ２０６、ＲＯＭ及びＲＡ
Ｍ（図示省略）等を含むマイクロコンピュータ、および画像処理部（図示省略）などから
構成されるファクシミリ（ＦＡＸ）エンジン部、２０７はＦＡＸエンジン部２０５のデー
タバスであり、これらはファクシミリ動作を行うために必要なデバイス（後述の符号２０
８～２１６）と接続され、ＭＰＵ２０１により制御される。
【００３０】
２０８はカラープリンタ、２０９はカラースキャナ、２１０はオペレーションパネル、２
１１はパラレル通信インターフェイスポート、２１２はパラレル通信インターフェイス用
コネクタであり、このパラレル通信インターフェイス用コネクタ２１２を介してデータ端
末１０３から送信されてきたデータをカラープリンタ２０８で印刷したり、カラースキャ
ナ２０９で読取った画像をパラレル通信インターフェイス用コネクタ２１２を介してデー
タ端末１０３に送信したりすることができる。
【００３１】
２１３はＦＡＸモデム、２１４はハンドセット、２１５はスピーカ、２１６は保留メロデ
ィ音等を発する音源であり、これらはＦＡＸエンジン部２０５により制御されると共に、
アナログスイッチ２１７と接続されている。そして、このアナログスイッチ２１７を経由
して音声またはファクシミリのアナログデータがＰＨＳベースバンド処理部２３９へ送ら
れ、デジタル信号に変換されて、ＩＳＤＮ１０７に送出される。２１８は共有レジスタで
あり、ＦＡＸエンジン部２０５のデータバス２０７に接続されたデバイスとＭＰＵ２０１
のデータバス２０２に接続されたデバイスとの間でデータを授受する際に使用される。
【００３２】
２１９はＲＳ２３２Ｃコントローラ、２２０はＲＳ２３２Ｃ用のドライバ／レシーバ、２
２１はＲＳ２３２Ｃコネクタであり、これらはデータ端末１０３の通信ポートと接続され
、データ端末１０３がＩＳＤＮ１０７との間で送受信するデータのインターフェイスとし
て機能する。なお、本システムにおいてはＲＳ２３２Ｃを用いているが、ＵＳＢ（Ｕｎｉ
ｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）、ＩＥＥＥ（ｔｈｅ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ
　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄＥｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ，Ｉｎｃ）
１３９４、ＩｒＤＡ（Ｉｎｆｒａｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）、ホーム
バス等の通信インターフェイスを用いることも可能である。
【００３３】
２２２はＩＳＤＮ１０７のＵ点と接続するモジュラコネクタ、２２３はＤＳＵ（Ｄｉｇｉ
ｔａｌ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｕｎｉｔ）であり、局交換機との間で授受されるデータをＴＴ
Ｌレベルの信号に変換するものである。２２４ａはＩＳＤＮ１０７のＳ／Ｔ点に接続する
端末とバス接続するモジュラコネクタ、２２４ｂはトランス、２２４ｃはドライバ／レシ
ーバであり、ＩＳＤＮ１０７のＳ／Ｔ点に接続する機能を持つＩＳＤＮ端末との間で授受
するＡＭＩ（ＡｌｔｅｒｎａｔｅＭａｒｋＩｎｖｅｒｓｉｏｎ）符号のデータとＴＴＬレ
ベル信号との変換処理を行うことで、複数のＩＳＤＮ端末をバス接続して使用できるよう
にするものである。
【００３４】
２２５はＩＳＤＮ１０７のＴ点インターフェイス部であり、ＩＳＤＮ１０７のレイヤ１～
レイヤ３までの制御を行い、ＩＳＤＮ１０７のＢチャネルのデータの入出力機能を有して
いる。２２６はエコーキャンセラであり、ＩＳＤＮ１０７で発生したエコーを除去する。
２２７はＨＤＬＣ（Ｈｉｇｈ－ｌｅｖｅｌ　Ｄａｔａ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）コン
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トローラであり、ＩＳＤＮ１０７を介して授受するＨＤＬＣフォーマットのデータの組立
／分解処理を行う。２２８はＰＩＡＦＳコントローラであり、無線データ伝送プロトコル
（ＰＩＡＦＳ）フォーマットのデータの組立／分解処理を行う。２２９は第１のポートス
イッチであり、５－２切替えスイッチ２３０を有し、ＭＰＵ２０１の制御の下に、ＩＳＤ
Ｎ１０７のＢ１チャネルとＢ２チャネルで伝送するデータの切替え処理を行う。２３２は
エコーキャンセラ制御信号であり、エコーキャンセラの動作モード設定やエコーキャンセ
ラ動作のオン／オフ制御を行う。
【００３５】
２３３は第２のポートスイッチであり、２－１切替スイッチ２３１，２３４，２３５を有
し、ＭＰＵ２０１の制御により、第１のポートスイッチ２２９に接続するデータの切替え
処理を行う。２３６はＩ．４６０規格に基づくデータ変換処理を行うＩ．４６０変換部で
あり、３２Ｋｂｐｓ／６４Ｋｂｐｓの伝送速度変換処理を行うと共に、ＰＨＳエンジン部
２３７からのＰＩＡＦＳデータを、スルーモードでＰＩＡＦＳコントローラ２２８へ切替
える処理を行う。
【００３６】
上記のＰＨＳエンジン部２３７は、ＰＨＳ制御用のＣＰＵ２３８と、音声コーデック部、
無線伝送フレームの組立／分解部、変復調部などから構成される２つのＰＨＳベースバン
ド処理部２３９，２４０と、高周波ユニット２４１と、アンテナ２４２等により構成され
ている。ＰＨＳエンジン部２３７は、アナログスイッチ２１７を介して入出力されるアナ
ログ音声、ファクシミリデータをＰＣＭ（Ｐｕｌｓｅ　Ｃｏｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ
）データに変換すると共に、ＰＨＳ電話機１０２，１０４との間で２チャネルの３２Ｋｂ
ｐｓのＡＤＰＣＭ（Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｄｉｆｆｅｒｒｅｎｔｉａｌ　Ｐｕｌｓｅ　Ｃｏ
ｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）の無線音声／データ伝送を行うことを可能にする。なお、
本システムにおいては２系統のＰＨＳベースバンド処理部２３９，２４０を有しているが
、１つのベースバンド処理部により複数スロットを制御することも考えられる。
【００３７】
次に、主な信号の機能を説明する。２４３はＭＰＵ２０１とＦＡＸエンジン部のＣＰＵ２
０６の間のシリアル通信用の信号線、２４４はＭＰＵ２０１とＰＨＳエンジン部２０５の
ＣＰＵ２３８との間のシリアル通信用の信号線である。２４５と２４６はアナログスイッ
チ２１７とＰＨＳエンジン部２３７を接続するアナログ信号用の信号線であり、この信号
線のアナログ信号は、それぞれＰＨＳベースバンド処理部２３９、ＰＨＳベースバンド処
理部２４０内のＰＣＭコーデックによりＰＣＭ信号に変換されるとともに、ＡＤＰＣＭコ
ーデックにより３２Ｋｂｐｓの音声データに変換され、所定のフレームに構成されてＲＦ
ユニット２４１を介して送信される。
【００３８】
２４７はアナログ信号線２４５からのアナログ信号をＰＣＭ変換した６４Ｋｂｐｓのデー
タ用の信号線、２４８は第１の無線スロットで通信する６４Ｋｂｐｓのデータ用の信号線
、２４９はアナログ信号線２４６からのアナログ信号をＰＣＭ変換した６４Ｋｂｐｓのデ
ータ用の信号線、２５０は第２の無線スロットで通信する６４Ｋｂｐ５のデータ用の信号
線である。信号線２４８、２５０のＰＣＭ変換された６４Ｋｂｐｓのデータは、ベースバ
ンドＩＣ（ＰＨＳベースバンド処理部２３９，２４０）内のＡＤＰＣＭ－ＰＣＭトランス
コーダにより３２Ｋｂｐｓの音声データ信号に変換されて、ＲＦユニット２４２を介して
送信される。２５１は非制限デジタル通信で使用する３２Ｋｂｐｓのデータ用の信号線で
あり、ＩＳＤＮ１０７のＢチャネルに接続するために、Ｉ．４６０変換部２３６を介して
ポートスイッチ２２９に接続される。
【００３９】
２５２はＰＨＳベースバンド処理部２３９と接続されるＰＣＭ音声データ用の信号線、２
５３はＰＨＳベースバンド処理部２４０と接続されるＰＣＭ音声データ用の信号線、２５
４、２５５はＩ．４６０変換部２３６と接続される非制限デジタルデータ用の信号線であ
り、それぞれスイッチ２３１、ＰＩＡＦＳコントローラ２２８に接続される。２５６はＰ
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ＩＡＦＳコントローラ２２８に接続される６４Ｋｂｐｓのデータ用の信号線、２５７はＨ
ＤＬＣコントローラ２２７に接続される６４Ｋｂｐｓのデータ用の信号線である。２５８
はＩＳＤＮ１０７のＢ１チャネルで伝送される６４Ｋｂｐｓのデータ用の信号線、２５９
はＩＳＤＮ１０７のＢ２チャネルで伝送される６４Ｋｂｐｓのデータ用の信号線である。
【００４０】
２６０はＩＳＤＮ１０７から抽出した８ＫＨｚと６４ＫＨｚのクロックを供給するための
信号線であり、信号線２５８、２５９、２４７、２４８、２４９、２５０上の信号は、こ
れらのクロックに同期して転送される。２６１はＰＨＳエンジン部２３７から出力される
８ＫＨｚと３２ＫＨｚのクロックを供給するための信号線であり、信号線２５１上の信号
は、８ＫＨｚと３２ＫＨｚに同期して転送される。
【００４１】
図３は、ＰＨＳエンジン部２３７の詳細な構成を示すブロック図である。図３において３
０１と３０６はスイッチであり、アナログスイッチ２１７と接続される信号、無線伝送さ
れる信号、及びＩＳＤＮに接続される信号の切替えを行うものである。３０２と３０７は
アナログ／ＰＣＭ変換部、３０３と３０８はＡＤＰＣＭ／ＰＣＭ変換部、３０４と３０９
は図９に示す無線伝送フレームの組立／分解を行うＴＤＭＡ組立／分解部、３０５と３１
０はπ／４シフトＱＰＳＫ（Ｑｕａｄｒａｔｅｄ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎ
ｇ）変調／復調部である。３１１はマルチプレクサであり、無線データ通信を行う際に使
用するＰＨＳベースバンド処理２３９，２４０を選択するものである。
【００４２】
ベースバンド処理部２３９，２４０の内部では、ＣＰＵ２３８の制御によりスイッチ３０
１，３０６を切替え、状況に応じてさまざまにデータ伝送経路を切替える切替処理が行わ
れる。例えば、ハンドセットを使ってＩＳＤＮ１０７経由で通話を行う場合には、アナロ
グスイッチ２１７から出力されたアナログ信号２４５は、アナログ／ＰＣＭ変換部３０２
においてＰＣＭ符号に変換されて、データ線２４７に出力される。一方、ハンドセットと
無線電話機の間で通話を行う場合には、アナログ／ＰＣＭ変換部３０２でＰＣＭ符号に変
換された音声データは、スイッチ３０１でＡＤＰＣＭ／ＰＣＭ変換部３０３に入力されて
ＡＤＰＣＭ符号に変換された上で、ＴＤＭＡ組立／分解部３０４により無線フレームに組
立てられ、ＱＰＳＫ変調／復調部３０５にて変調された後に、無線回線に送信される。ま
た、無線電話機からの音声データをＩＳＤＮ１０７に送出する場合には、信号線２４７が
ＡＤＰＣＭ／ＰＣＭ変換部３０３と接続される。
【００４３】
３１２は位相差に応じた幅のパルスを出力する位相比較器、３１３はＫカウンタ、３１４
はインクリメント／ディクリメント回路、３１５は分周回路であり、これらデバイスによ
って構成されたＤＰＬＬ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｐｈａｓｅ－Ｌｏｃｋ　Ｌｏｏｐ）により、
ＩＳＤＮ１０７から抽出した８ＫＨｚクロック（ＩＳＤＭ８Ｋ２６０）に同期した±５ｐ
ｐｍ精度の３８４ＫＨｚクロック３１６を生成している。生成した３８４ＫＨｚクロック
３１６およびＲＦユニット２４１のＴＣＸＯからの±３ｐｐｍ精度の１９．２ＭＨｚクロ
ック３１８を基準にして、ＰＨＳベースバンド処理部２３９，２４０は動作している。
【００４４】
すなわち、ＰＨＳ電話機１０２，１０４とＩＳＤＮ１０７との間でデータ（ＰＣＭ符号化
された音声を含む）の送受信を行う場合、データのオーバーラン、アンダーランを防ぐた
めに、ＩＳＤＮ回線とＰＨＳ無線回線が同期して動作することが必要となる。その一方で
、ＰＨＳ無線回線の同期タイミング精度は±５ｐｐｍ以内という高い精度が求められる。
ＩＳＤＮ１０７から抽出される同期タイミングクロック（ＩＳＤＮ８Ｋ）の精度は±５ｐ
ｐｍ以内であるため、上記の位相比較器３１２などから構成されるＤＰＬＬによって、Ｉ
ＳＤＮ１０７に同期した８ＫＨｚクロック（ＩＳＤＮ８Ｋ）２６０に同期した３８４ＫＨ
ｚクロックを生成し、ＰＨＳベースバンド処理部２３９，２４０を動作させる必要がある
。そこで、ＰＨＳエンジン部２３７は、次のようなＤＰＬＬの動作を行う。
【００４５】
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すなわち、ＤＰＬＬで生成された出力クロックを分周した８ＫＨｚクロック３１７と、Ｉ
ＳＤＮ１０７に同期した８ＫＨｚクロック（ＩＳＤＮ８Ｋ）２６０が位相比較器３１２に
入力される。そして、位相比較器３１２は、位相比較結果に応じて、ＩＳＤＮクロック（
ＩＳＤＮ８Ｋ）２６０の位相が進んでいれば５Ｖのパルスを、位相が遅れていれば０Ｖの
パルスを、Ｋカウンタ３１３に出力する。
【００４６】
Ｋカウンタ３１３は、アップカウンタとダウンカウンタから構成されており、位相比較器
３１２からの位相情報に基づいてＲＦユニット２４１からの１９．２ＭＨｚの基準クロッ
クをアップカウント、またはダウンカウントして、ＣＡ（キャリー）、またはＢＯ（ボロ
ー）を出力する。このキャリー、ボローは、インクリメント／ディクリメント回路３１４
に入力され、ＲＦユニット２４１からの１９．２ＭＨｚの基準クロックを２分周すると共
に、キャリーを受信した場合は１／２周期のパルスを上記２分周したクロックに挿入して
出力し、ボローを受信した場合は１／２周期分のパルスを上記２分周したクロックから削
除して出力する。
【００４７】
分周回路３１５は、インクリメント／ディクリメント回路３１４から出力されるクロック
を分周することで、装置内部でのバーストタイミンダの基準クロック３１６と、ＩＳＤＮ
１０７からの網同期信号（ＩＳＤＮ８Ｋ）との位相比較を行うための８ＫＨｚの内部基準
クロック３１７を生成する。
【００４８】
なお、内部クロックモードの場合、ＩＳＤＮ８Ｋのクロックは入力されず、インクリメン
ト／ディクリメント回路３１４では、ＲＦユニット２４１から入力される基準クロックを
ビットの増減を行わずにそのまま２分周して、分周回路３１５へ出力する。そして、分周
回路３１５では、２分周された基準クロックをそのまま再度分周し、内部でのバーストタ
イミングの基準クロック３１６を生成する。また、内部クロックモードの場合は、８ＫＨ
ｚの内部基準クロック３１７も使用しない。
【００４９】
さらに、ＤＰＬＬは、例えばＳＮ５４／７４ＬＳ２９７を用いて構成することができる。
また、位相比較器３１２、Ｋカウンタ３１３、インクリメント／ディクリメント回路３１
４、分周回路３１５は公知である。さらに、本実施形態では、ＱＰＳＫ変調／復調部を複
数有する構成となっているが、ＴＤＭＡ組立／分解部３０４，３０９が複数のスロットに
対応していれば、１つのＱＰＳＫ変調／復調部で構成することも可能である。
【００５０】
図４、図５は、図２に示したスイッチ２３０の詳細な構成を示すブロック図である。図４
、図５において、４０１と４０２はデコーダ、４０３と４０５はＯＲゲート、４０４と４
０６はＡＮＤゲートである。
【００５１】
図４は、スイッチ２３０のうち、ＩＳＤＮ１０７から受信したＢ１チャネル、Ｂ２チャネ
ルのデータを、ＰＨＳエンジン部２３７に通じる３本の信号線２５２，２５３，２５４、
ＨＤＬＣコントローラ２２７、ＰＩＡＦＳコントローラ２２８のうちのいずれかに接続す
るための構成要素を示している。
【００５２】
スイッチ２３０に割当てられたアドレスにＭＰＵ２０１が所定の値を書込むと、スイッチ
２３０は、その値をデコーダ４０２によりデコードすることにより、信号線２５８，２５
９を接続すべき相手に対応する信号線２５２，２５３，２５４，２５６，２５７に通じる
ＯＲゲート４０３にのみＬ（０Ｖ）を出力し、他のＯＲゲ－ト４０４にはＨ（５Ｖ）を出
力する。従って、選択されたＯＲゲート４０３からのみ信号線２５８，２５９のデータが
ＡＮＤゲート４０４に入力され、結果として信号線２５８，２５９がそれぞれ５本の出力
信号線のうちの１本と接続されることとなる。
【００５３】
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図５は、スイッチ２３０のうち、ＰＨＳエンジン部２３７に接続された３本の信号線２５
２，２５３，２５４、ＨＤＬＣコントローラ２２７、ＰＩＡＦＳコントローラ２２８のい
ずれかを、ＩＳＤＮ１０７のＢ１チャネル、Ｂ２チャネルの送信信号線に接続するための
構成要素を示している。
【００５４】
スイッチ２３０に割当てられたアドレスにＭＰＵ２０１が所定の値を書込むと、スイッチ
２３０は、その値をデコーダ４０２によりデコードすることにより、ＩＳＤＮ１０７のＢ
１チャネル、Ｂ２チャネルの送信信号線にそれぞれ接続すべき信号線２５２，２５３，２
５４，２５６，２５７に対応する２つのＯＲゲート４０５にのみＬ（０Ｖ）を出力し、他
のＯＲゲ－ト４０５にはＨ（５Ｖ）を出力する。これにより、５本の信号線のうち１本は
ＩＳＤＮ１０７のＢ１チャネルに通じる信号線２５８に接続され、１本はＩＳＤＮ１０７
のＢ２チャネルに通じる信号線２５９に接続されることとなる。
【００５５】
図６は、ポートスイッチ２３３の詳細な構成を示すブロック図である。図６において、５
０１は選択回路（マルチプレクサ）５０２，５０３，５１０，５１１を制御する信号を生
成するデコーダ、５０２はシリアルデータをアナログ信号に変換するか、或いは無線回線
に出力するかを切替えるための選択回路であり、デコーダ５０１を介してＭＰＵ２０１に
より制御される。この選択回路５０２の出力は、ＰＨＳエンジン部２３７にデータ２４７
（２４９）、またはデータ２４８（２５０）として入力される。逆に、ＰＨＳエンジン部
２３７から出力されるデータ２４７（２４９）、または２４８（２５０）は、マルチプレ
クサ５０３により、アナログ信号をＰＣＭ信号に変換するか、或いは無線部からの信号を
ＰＣＭ信号に変換するかが選択され、網からの同期信号２６０に同期してデータ信号２５
２としてポートスイッチ２２９に出力される。
【００５６】
選択回路５１１は、デコーダ５０１の制御により、無線回線からのデータをＩＳＤＮ１０
７に出力するのか、或いはＰＩＡＦＳコントローラ２２８に出力するのかを選択する。５
１０はＰＩＡＦＳコントローラ２２８からの３２ＫｂｐｓのＰＩＡＦＳフレーム信号を無
線回線に出力するのか、或いはＩＳＤＮ１０７からのＰＩＡＦＳフレーム信号を無線回線
に出力するのかを切替えるためのデマルチプレクサであり、デコーダ５０１を介してＭＰ
Ｕ２０１により制御される。デマルチプレクサ５１０の出力２５１は、ＰＨＳエンジン部
２３７に入力される。逆に、選択回路５１１は、ＰＨＳエンジン部２３７から出力される
データ（３２ＫｂｐｓのＰＩＡＦＳフレーム信号）をそのままＰＩＡＦＳコントローラ２
２８へ出力するのか、或いはＩ．４６０変換してＩＳＤＮ１０７に出力するのかを切替え
るための選択回路であり、デコーダ５０１を介してＭＰＵ２０１により制御される。
【００５７】
ＰＨＳエンジン部２３７からの信号をＩＳＤＮ１０７に出力する場合は、Ｉ．４６０変換
部２３６により、３２Ｋｂｐｓ－６４Ｋｂｐｓ変換処理が行われる。この際、Ｉ．４６０
変換部２３６内のパラレル／シリアル変換部５０７、シリアル／パラレル変換部５０９は
、８ＫＨｚ、３２ＫＨｚのクロックタイミングで動作する。
【００５８】
３２ＫＨｚのクロックに同期してＰＨＳエンジン部２３７から入力されるデータは、シリ
アル／パラレル変換部５０９において、４ビットのパラレルデータに変換されると共に、
４ビットのダミービットが挿入されて、８ビットのデータとしてＦ１ＦＯ５０８に入力さ
れる。パラレル／シリアル変換部５０７は、Ｆ１ＦＯ５０８内の８ビットのデータを、１
ＳＤＮ１０７より作成される６４ＫＨｚのクロックに同期して、シリアル信号として取出
してＩＳＤＮ１０７に出力する。
【００５９】
また、ＩＳＤＮインターフェイス２２５より入力されるＰＣＭデータを、６４ＫＨｚのク
ロックに同期して、シリアル／パラレル変換部５０４でパラレルデータに変換し、Ｆ１Ｆ
Ｏ５０５に書込む。パラレル／シリアル変換変換部５０６では、所定の４ビットを削除し

10

20

30

40

50

(9) JP 3689591 B2 2005.8.31



、ＰＨＳエンジン部２３７からの３２ＫＨｚのクロックに同期して、シリアルデータとし
てＰＨＳエンジン部２３７ヘ送信する。また、ＰＨＳエンジン部２３７からの信号をＰＩ
ＡＦＳコントローラ２２８に出力する場合は、データおよびクロックを選択回路５１０，
５１１で切替える。
【００６０】
ＰＨＳエンジン部２３７からＩ．４６０変換部に入力される同期信号（８ＫＨｚ）２６１
は、ＰＨＳエンジン部２３７のクロックがＩＳＤＮ１０７に同期している場合は、位相お
よび立上りがＩＳＤＮ１０７からの同期信号（ＩＳＤＮ８ＫＨｚ）２６０に完全に同期し
ている。本システムがＩＳＤＮ１０７に接続されていない場合は、Ｉ．４６０変換部２３
６は使用されず、本パスを通過するデータは全てＰＩＡＦＳデータであるとして同期信号
２６１、およびデータ２５１をＰＩＡＦＳコントローラ２２８に転送する。
【００６１】
図７は、アナログスイッチ２１７の詳細な構成を示すブロック図である。図７において、
６０１はアナログスイッチ２１７を制御するレジスタであり、データバス２０２を介して
ＭＰＵ２０１によってデータが書込まれる。６０２はデコーダであり、レジスタ６０１に
書込まれたデータをデコードして、アナログスイッチ６０３～６１４と、ｎ対ｎアナログ
スイッチ６１５，６１６を制御する信号を発生する。
【００６２】
アナログスイッチ６０３～６１４は、入力ピン、出力ピン、制御ピンから構成され、制御
ピンがロウレベルの時には入力ピンと出力ピンが接続され、制御ピンがハイレベルの時に
は入力ピンと出力ピンが切離される。ｎ対ｎアナログスイッチ６１５、６１６は、ベース
バンド処理部２３９，２４０、音源２１６、ＦＡＸモデム２１３内の信号出力２１２を、
ハンドセット２１４、スピーカ２１５のどちらに接続するかの制御を行うものである。
【００６３】
ベースバンド処理部２３９，２４０に送られるデータは、アナログスイッチ６０３～６１
４により、モデム２１３からの出力信号、ハンドセット２１４から入力される音声信号、
音源２１６からのメロディ音の中から、ＭＰＵ２０１の制御に基づいて選択される。具体
的には、ＦＡＸ通信を行う場合にはＦＡＸモデム２１３が接続され、ハンドセット通話が
行われる場合にはハンドセット２１４が接続され、保留中は音源２１６が接続される。
【００６４】
逆に、ＦＡＸ通信中には、ベースバンド処理部２３９，２４０から出力されるデータは、
ＦＡＸモデム２１３に入力され、通話中には、ｎ対ｎアナログスイッチ６１５，６１６を
切替えて、ベースバンド処理部２３９，２４０から出力される音声信号をハンドセット２
１４やスピーカ２１５に出力することが可能である。保留中には、音源２１６から出力さ
れる信号をハンドセット２１４やスピーカ２１５に接続し、ＦＡＸモデム２１３内の通話
録音部に録音された音声を聞く場合には、ＦＡＸモデム２１３から出力される信号をハン
ドセット２１４やスピーカ２１５に接続して使用する。
【００６５】
このようにして、動作モードに応じて、複数種類のアナログ信号を切替えてベースバンド
処理部２３９，２４０に入力し、ＩＳＤＮ１０７や無線回線上で通信を行うことができる
。アナログスイッチ６０３～６１４は公知の７４ＨＣ４０５３等のアナログスイッチ、ま
たは市販のクロスポイントスイッチを用いて構成することが可能である。
【００６６】
図８は、本システムにおけるＵ点およびＴ点のハード構成を示すブロック図である。Ｕ点
インタフェースは、ＩＳＤＮ１０７からの直流成分を切離すトランス、および内部に送受
信用バッファを有し、ピンポン伝送（ＴＣＭ：Ｔｉｍｅ　Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ　Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）方式により、２線の平衡ケーブルを
用いてＩＳＤＮ１０７との同期を取りながら１４４Ｋｂｐｓの双方向の伝送を行うと共に
、Ｔ点側に対してはＡＭＩ（Ａｌｔｅｒｎａｔｅｄ　Ｍａｒｋ　Ｉｎｖｅｒｓｉｏｎ）符
号により、送信・受信とも２線を使用し合計４線のインターフェイスでデータ送受信を行
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う。
【００６７】
ピンポン伝送のフレームは、２０ワードの情報とフレームビット、監視ビット、直流平衡
ビットより構成される。本フレームは一般的なので説明を省略する。ＡＭＩ符号に関して
は、ＩＮＳネットサービスのインターフェイスにより規定され、公開されているので説明
を省略する。
【００６８】
Ｕ点インターフェイスは、局交換機と本システム間を２線のメタリックケーブルでピンポ
ン伝送方式により双方向の伝送を可能にするためのトランス８０１、ピンポン伝送におけ
るバースト送受信の切換を行うスイッチ８０２、バースト送受信のタイミングを生成する
バースト同期回路８０３、受信したパルスの反射成分を取り除きケーブルの周波数特性を
一定に保つための等化回路８０４、フレーム同期およびバースト同期を行うためのタイミ
ング信号をＡＭＩ符号から生成するためのＴＩＭ８０５、局交換機からピンポン伝送で送
られてきた２Ｂ＋Ｄのデータを一旦バッファリングして、ＡＭＩ符号化されたベーシック
インターフェイスのフレーム構成でＴ点回路に出力する受信バッファメモリ部８０６、Ｔ
点回路からのＡＭＩ符号化されたベーシックインターフェイスのフレームを分解して、２
Ｂ信号およびＤ信号をバッファするための送信バッファメモリ８０７、及び送信バッファ
メモリ８０７に記憶しているデータを局交換機に送信するために、２Ｂ＋Ｄのデータを所
定のフレームに組立て送信するためのラインドライバ８０８、及びＩＳＤＮ１０７からの
リバース信号を検出するリバース検出回路８１６により構成されている。
【００６９】
Ｔ点インターフェイスは、Ｕ点からのＡＭＩ符号を受信し、受信したフレーム中のフレー
ムビットを基に２Ｂ＋Ｄチャネルのデータを分解し、Ｂチャネルの受信データを通話路へ
出力する。また、受信したＡＭＩ符号から内部で位相の同期をとり、通話路に対して同期
信号を送出するまた、送出した同期信号に同期して受信される通話路上のデータを、ＡＭ
Ｉ符号のフレームに組立てて、Ｕ点インターフェイスに送出する。
【００７０】
Ｔ点インターフェイスは、Ｕ点との切離しを可能とするためのライントランス８０９、ベ
ーシックインターフェイスフレームを送受信するためのドライバ８１０、Ｕ点より受信す
るＡＭＩ符号化された信号を分解しＢチャネルおよびＤチャネル毎にメモリにバッファす
るフレーム分解部８１１、受信したＡＭ１符号化された信号からシステムの通話路で使用
する基準クロック（６４ｋＨｚおよび８ＫＨｚ）を生成するＤＰＬＬ回路８１２、後述す
るＢｃｈインターフェイスからのデータ信号、またはＣＰＵインターフェイスからのデー
タ信号を、Ｕ点に送信すべくＡＭＩ符号化されたベーシックインターフェイスフレームに
組立てるフレーム組立部８１３、ＤＰＬＬ回路８１２で生成される基準クロックに基づい
て、ＰＣＭ送受信信号を同期信号２６０に同期させてフレーム組立部８１３に送出すると
共に、フレーム分解部８１１で分解されたデータを、同期クロック２６０に同期させて通
話路に出力するＢｃｈインターフェイス８１４、ＭＰＵ２０１とバスにより接続されてＴ
点回路の制御を行うＭＰＵインターフェイス８１５により構成されている。
【００７１】
ＤＰＬＬ回路８１２は、内部に波形変換回路を有しており、ＡＭＩ符号信号を正負２つの
コンパレータにより２つのＲＺ（Ｒｅｔｕｒｎ－ｔｏ－Ｚｅｒｏ）信号に変換し、この２
つの信号を論理和により合成することで１９２ＫＨｚの基準クロックを生成する。さらに
ＤＰＬＬ回路８１２は、通話路の基準同期信号として、この１９２ＫＨｚのクロックを２
４分周することにより８ＫＨｚのクロックを生成し、３分周することにより６４ＫＨｚの
クロックを生成する。
【００７２】
本システムがＩＳＤＮ１０７に接続されている場合は、ＤＰＬＬ回路８１２がロックして
いるか否かを、ＩＳＤＮ１０７からのクロックによりＣＰＵインターフェイス２０２を介
して知ることができる。
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【００７３】
なお、本実施形態においては、同期信号は８ＫＨｚと６４ＫＨｚで構成されているが、こ
の他、ＩＳＤＮ１０７からのクロックを同期用の信号として直接使用する場合には、１９
２ＫＨｚ、３８４ＫＨｚの信号と８ＫＨｚの信号の組合せたものを、同期信号として用い
ることも可能である。
【００７４】
図９は、ＰＨＳ無線伝送フレームフォーマットを示した図であり、図９（ａ）は無線リン
ク確立時に使用するＳＣＣＨ（個別セル呼び出し）フレーム、図９（ｂ）はＰＣＨ（Ｐａ
ｇｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ：一斉呼び出しチャネル）フレーム，図９（ｃ）は通常データ
の通信に使用するＴＣＨ（Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ：情報チャネル）、ＦＡＣＣ
Ｈ（Ｆａｓｔ　Ａｓｓｏｃｉｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：高速付随制御チ
ャネル）などのフレームである。
【００７５】
図１０は、無線データ伝送プロトコル（Ｐ１ＡＦＳ）で使用するフレームフォーマットを
示した図であり、図１０（ａ）はプロトコルの選択及びフレーム同期を確立するために送
受信されるネゴシエーションフレーム、図１０（ｂ）は通信中のフレーム再同期を取るた
めに送受信される同期フレーム、図１０（ｃ）は制御情報を送受信するための制御フレー
ム、図１０（ｄ）はユーザデータを送受信するためのデータフレームである。
【００７６】
Ｐ１ＡＦＳによるデータ通信を行う際には、まずネゴシエーションフレームを用いてイン
バンドネゴシエーション、フレーム同期確立、応答遅延時間測定などを行い、次に制御フ
レームにより通信パラメータの設定を行い、データフレームによるデータ通信を開始する
。
【００７７】
図１１は、ＰＰＰ（Ｐｏｉｎｔ　ｔｏ　Ｐｏｉｎｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）のフレームフォ
ーマットを示したである。図１１において、フラグはフレームの始まりと終わりを示す０
１１１１１１０のパターン、アドレスは１１１１１１１１の固定パターン、制御は０００
０００１１の固定パターン、プロトコルは使用するネットワーク層プロトコルの種別を示
す２バイトのデータ、データはＰＰＰの制御データやユーザデータなどを含む可変長の伝
送情報、ＦＣＳ（Ｆｒａｍｅ　Ｃｈｅｃｋ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ）はデータ誤り検出符号で
ある。
【００７８】
次に、本無線通信装置１０１における種々の動作モードでの動作とデータの流れを、図１
２～図２６を用いて説明する。なお、図１２～図２０のフローチャートに対応するプログ
ラムは、プログラムメモリ、ＲＯＭ２０３、ＣＰＵ２３８に内蔵されたＲＯＭに格納され
ている。
【００７９】
［電源投入時のＭＰＵ２０１による初期化処理］
本無線通信装置１０１に電源が投入されると、ＭＰＵ２０１は、図１２のフローチャート
に示す動作を行う。
【００８０】
すなわち、本体へ電源が供給されると、ＭＰＵ２０１は、ＲＡＭ２０４のワークエリアを
確保すると共に、各構成要素（ＩＣ）の初期化処理を行う（ステップＳ０００１）。初期
化処理が終了すると、Ｕ点（ＤＳＵ）２２３にて検出されたＩＳＤＮ１０７からのリバー
ス信号を基に、ＩＳＤＮ１０７との接続を確認する（ステップＳ０００２）。ＩＳＤＮ１
０７との接続が確認できた場合、Ｔ点インターフェイス２２５においてＩＳＤＮ１０７と
の同期が確立しているかを確認する（ステップＳ０００３）。同期が確立している場合に
は、正常な６４ＫＨｚと８ＫＨｚが出力され同期を示すビットが立つ。
【００８１】
ＩＳＤＮ１０７との同期が取れていることが確認できた場合は（ステップＳ０００４）、
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Ｔ点インターフェイスより通話路用クロック２６０が出力される（ステップＳ０００５）
。通話路用クロックが出力されると、ＭＰＵ２０１は、ＰＨＳエンジン部２３７に対して
初期化開始命令を送り、出力クロックに同期した処理を行うよう指示する（ステップＳ０
００６）。その後、ＰＨＳエンジン部２３７から無線部の初期化完了信号を受信すると（
ステップＳ０００７）、無線回線への発着信が可能であるとして、同期が確立した旨を表
示部に表示すると共に、待機処理を始める。
【００８２】
上記の表示処理としては、ＬＥＤの点灯またはＬＣＤ表示部への表示が考えられる。また
、同時に、同期が確立した旨を音源２１６により音声ガイダンスで通知することも考えら
れる。この場合は、アナログスイッチ２１７によりスイッチして、音源２１６に内蔵され
た音声ガイダンス信号をスピーカ２１５へ出力する。
【００８３】
ＩＳＤＮ１０７との接続が完了していない場合は（ステップＳ０００２）、ＰＨＳエンジ
ン部２３７に対してＰＨＳエンジン部２３７の内部クロックによる処理を行うように命令
を送信する（ステップＳ０００９）。そして、ＰＨＳエンジン部２３７より初期化完了を
受信した場合は（ステップＳ００１０）、ＰＨＳエンジン部２３７は、内線通信のみ可能
であるとして非同期時の処理中である旨の表示を行い、待機時の処理を行う。この表示処
理としては、ＬＥＤの点灯またはＬＣＤ表示部への表示が考えられる。また、同時に、同
期が確立していない旨を音源２１６により音声ガイダンスで通知することも考えられる。
この場合は、アナログスイッチ２１７によりスイッチして、音源２１６に内蔵された音声
ガイダンス信号をスピーカ２１５へ出力する。
【００８４】
本処理においてＩＳＤＮ１０７との接続が完了しているか否かは、Ｕ点インターフェイス
にてリバースを検出することにより確認できる。また、電源投入直後は、回線への接続が
なされていない場合が多いので、接続確認処理の頻度を多くしている。
【００８５】
［電源投入時のＣＰＵ２３８による初期化処理］
本無線通信装置１０１に電源が投入されると、ＰＨＳエンジン部２３７のＣＰＵ２３８は
、図１３、図１４のフローチャートに示す動作を行う。
【００８６】
すなわち、ＰＨＳエンジン部２３７に電源が供給されると（ステップＳ０１０１）、ＣＰ
Ｕ２３８は、内部の設定、およびメモリのワークエリアの設定を行い、網同期、すなわち
ＩＳＤＮ１０７から抽出したクロックによるＩＳＤＮ１０７との同期により無線部を初期
化する初期化要求信号を、本体側のＭＰＵ２０１から受信したか否かを判断する（ステッ
プＳ０１０２）。その結果、上記の初期化要求信号を受信した場合は、ＩＳＤＮ１０７と
のデータ送受信が可能であるとして、Ｔ点インターフェイスより出力される８ＫＨｚの信
号を基に伝送用のクロックの同期を取り、上記網同期を取るための処理をＰＨＳベースバ
ンド処理部２３９，２４０にて実行させる（ステップＳ０１０３）。そして、ＰＨＳベー
スバンド処理部２３９，２４０にて網同期が取れたか否かを判別する（ステップＳ０１０
４）。その結果、網同期が取れた場合は、報知信号を出力するためにキャリアを検索する
（ステップＳ０１０５）。この時、ＰＨＳベースバンド部２３９，２４０は、自営標準で
規定されている制御用のチャネル１２ｃｈおよび１８ｃｈを用いてキャリアセンスを行う
。この時のスロットのタイミングは、ＩＳＤＮ１０７からの８ＫＨｚに同期するよう決め
られている。
【００８７】
また、網同期により動作中の基準スロットにおいて送信不可であると判断した場合、ＣＰ
Ｕ２３８は、網同期を一旦解除する（ステップＳ０１１０）。この解除処理は、網同期状
態において、送信スロットを移動した場合、網同期が外れるために行われる。網同期を解
除した後、送信に使用するスロットを送信可能なスロットヘ移動する（ステップＳ０１１
１）。スロットの移動が完了したことを検出すると（ステップＳ０１１２）、再度、ＰＨ
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Ｓベースバンド部２３９，２４０を網同期で動作するように設定し（ステップＳ０１１３
）、網同期の確立を確認する（ステップＳ０１０３）。
【００８８】
キャリア検索の結果、所定のスロットにて報知信号を送出し得ると判断した場合は（ステ
ップＳ０１０６）、ＬＣＣＨ（Ｌｏｇｉｃ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を用いて
所定のタイミングで報知信号を送信する（ステップＳ０１０７）。そして、ＣＰＵ２３８
は、ＭＰＵ２０１に対して網同期による初期化が完了したことを通知して、網同期による
通信を行う（ステップＳ０１０８）。この処理中に、ＭＰＵ２０１から網との同期の終了
が通知されるのを監視し（ステップＳ０１０９）、網との同期の終了が通知されない場合
は、通常の処理を継続する。
【００８９】
ＭＰＵ２０１から網との同期の終了が通知された場合は、図１４のステップＳ０２０１以
降の内部クロックモードで動作するための処理へ移行する。なお、ステップＳ０１０２に
て、無線部を網同期により初期化する初期化要求信号を受信しないと判断された場合、及
びステップＳ０１０４にて、ＰＨＳベースバンド処理部２３９，２４０で網同期が取れな
かったと判断された場合も、ステップＳ０２０１以降の内部クロックモードで動作するた
めの処理へ移行する。
【００９０】
［内部クロックモードで動作時の処埋］
ＣＰＵ２３８は、ＭＰＵ２０１から内部クロックモードによる動作命令を受信すると（ス
テップＳ０２０１）、ＰＨＳエンジン部２３７に対して内部クロックモードによるキャリ
ア検索を開始させる（ステップＳ０２０２）。そのキャリア検索の結果、報知信号用のス
ロットおよび周波数を獲得できなかった場合は（ステップＳ０２０３）、送信可能なスロ
ットヘの移動処理を行う（ステップＳ０２０７）。なお、内部クロックモードにおいては
、スロットの移動は自由である。スロットの移動が完了すると（ステップＳ０２０８）、
再度キャリアを獲得するための処理を行う（ステップＳ０２０３）。
【００９１】
キャリア検索の結果、所定のスロットにおいて報知信号送出が可能であると判断した場合
は（ステップＳ０２０３）、ＬＣＣＨを用いて、所定のタイミングで報知信号の送信を開
始する（ステップＳ０２０４）。報知信号の送信を開始すると、ＣＰＵ２３８は、ＭＰＵ
２０１に対して内部クロック動作モードによる初期化が完了したことを通知し、内部クロ
ックでの通信を行う（ステップＳ０２０５）。この処理中に、ＭＰＵ２０１から網同期開
始の通知がなされるのを監視する（５０２０６）。網同期開始の通知がなされない場合は
、通常の処理を継続する。網同期開始の通知がなされた場合は、前述の網同期モードで動
作するための処理へ移行する。
【００９２】
［ＰＨＳ電話機との音声通信動作］
無線データ端末（ＰＨＳ電話機１０２）が、ＩＳＤＮ１０７を介して音声通信動作を行う
場合、本無線通信装置１０１のＭＰＵ２０１は、図１５のフローチャートに示す動作を行
う。
【００９３】
すなわち、ＰＨＳ電話機１０２のキー操作によってダイヤルがなされると、無線通信装置
１０１とＰＨＳ電話機１０２の間で、上記図１５に示すフローチャートに従って発信処理
が行われる。
【００９４】
具体的には、まず、ＰＨＳ電話機１０２は、無線通信装置１０１に対して、無線リンクの
リンクチャネル確立要求信号をＳＣＣＨチャネルにより送信する。無線通信装置１０１に
おいては、ＰＨＳエンジン部２３７内のＣＰＵ２３８がアンテナ２４２、高周波ユニット
２４１、ベースバンド処理部２３９，２４０を介して無線リンクチャネル確立要求信号を
受信すると（ステップＳ０３０１）、ＰＨＳ電話機１０２に対して、リンクチャネル割当
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メッセージを送信する。
【００９５】
ＰＨＳ電話機１０２から無線リンク確立要求信号を受信しない場合は、ＭＰＵ２０１は、
Ｕ点インタフェース２２３およびＴ点インタフェース２２５を監視することにより、デジ
タル回線の状態を監視する（ステップＳ０３１１）。デジタル回線の状態が正常な場合は
、ＰＨＳ電話機１０２からのリンク確立要求信号を監視する（ステップＳ０３０１）。デ
ジタル回線が正常ではないと判断すると、回線異常時の処理を行う。本処理は、特にＩＳ
ＤＮ１０７との接続が絶たれた場合や、ＩＳＤＮ１０７との網同期が確立しなくなった場
合に行う。
【００９６】
ＰＨＳ電話機１０２は、無線通信装置１０１からリンクチャネル割当てを受けると、呼設
定メッセージを送信する。呼設定メッセージを受けたＣＰＵ２３８は、呼設定確認メッセ
ージをＰＨＳ電話機１０２に送り、呼設定確認メッセージを受けたＰＨＳ電話機１０２は
、無線管理、移動管理関連メッセージをＣＰＵ２３８と授受した後、付加情報メッセージ
を送信する。
【００９７】
ＣＰＵ２３８は、付加情報メッセージを受信すると、ＩＳＤＮ１０７ヘの発信要求があっ
たことを、シリアル通信データ２４４によりＭＰＵ２０１に通知する（ステップＳ０３０
２）。発信要求を受けたＭＰＵ２０１は、ＩＳＤＮインターフェイス２２５の発信処理を
起動する（ステップＳ０３０３）。ＩＳＤＮインターフェイス２２５は、ＭＰＵ２０１に
てメモリ２０４に格納されたレイヤ３のメッセージをＩＳＤＮ１０７へＤＭＡ転送し、Ｉ
ＳＤＮ１０７との間でメッセージを授受する（ステップＳ０３０４）。ＩＳＤＮインター
フェイス２２５は、ＩＳＤＮ１０７から応答メッセージを受信すると（ステップＳ０３０
５）、ＭＰＵ２０１に割込みをかけ、ＭＰＵ２０１は、ＣＰＵ２３８に対して応答通知を
行うよう指示し、その指示を受けたＣＰＵ２３８は、ベースバンド処理部２３９，２４０
などを介して、ＰＨＳ電話機１０２に応答メッセージを送信し（ステップＳ０３０６）、
それ以降、ＰＨＳ電話機１０２と無線通信装置１０１の間で通話チャネルが接続される。
【００９８】
そして、ＭＰＵ２０１は、呼設定メッセージの授受で音声通信であることを確認している
場合は、各種ポートスイッチを切替えて、音声通信を行うための処理へ移行する（ステッ
プＳ０３０７）。同時に、ＭＰＵ２０１は、ＰＨＳ電話機１０２の通話チャネルとＩＳＤ
Ｎ１０７のＢチャネルを接続するように、第１のポートスイッチ２２９、第２のポートス
イッチ２３３を切替える。本実施例ではＰＨＳ電話機１０２で送受信する音声は、ＰＨＳ
ベースバンド処理部２３９で送受信されてデータ線２４７で伝送されるので、第２のポー
トスイッチ２３３のスイッチ２３４を制御して、データ線２４７をデータ線２５２に接続
する。さらに、スイッチ２３４が接続されているデータ線２５２がＩＳＤＮ１０７のＢ１
チャネルのデータ線２５８に抜続されるように、第１のポートスイッチ２２９を切替える
（ステップＳ０３０８）。
【００９９】
さらに、ＰＨＳ電話機１０２で音声通信をする場合、無線伝送フレーム組立／分解処理に
よる遅延の影響で回線エコーが発生するため、エコーキャンセラ２２６を動作させる必要
がある。そこで、ＭＰＵ２０１は、エコーキャンセラ２２６がエコーキャンセル動作を開
始するように、第１のポートスイッチ２２９を介して所定の設定を行う（ステップＳ０３
０９）。
【０１００】
以上の処理により、ＰＨＳ電話機１０２から入力された音声は、ＰＨＳベースバンド処理
部２３９で受信され、受信したＰＣＭデータ（音声データ）は、エコーキャンセラ２２６
、ＩＳＤＮインターフェイス２２５、ＤＳＵ２２３、コネクタ２２２を介してＩＳＤＮ１
０７に送信される。ＩＳＤＮ１０７から受信した音声データも、全く同様の経路でＰＨＳ
電話機１０２に送信される。

10

20

30

40

50

(15) JP 3689591 B2 2005.8.31



【０１０１】
次に、音声通話時の同期信号およびデータ信号の流れを図２１を参照しながら説明する。
ＩＳＤＮインターフェイス２２５において網同期が確立すると、ＩＳＤＮ１０７のクロッ
クに同期した同期信号ＩＳＤＮ８ＫＨｚが出力される。また、このＩＳＤＮ８ＫＨｚに同
期してデータ送受信を行うためのクロック（６４ＫＨｚ）も出力される。ＰＣＭ信号は、
このＩＳＤＮ８ＫＨｚと６４ＫＨｚに同期して各デバイス（ＩＣ）間で入出力される。
【０１０２】
音声通信時には、ＩＳＤＮインターフェイス２２５から出力されるＩＳＤＮ８ＫＨｚと６
４ＫＨｚ信号、およびＰＣＭ音声データが、ＰＨＳベースバンド処理部２３９へ出力され
る。ＰＨＳベースバンド処理部２３９では、ＩＳＤＮ８ＫＨｚに基づいてＤＰＬＬにより
同期クロックを作成し、このクロックを基に無線の送受信処理を行う。受信した音声デー
タは、ＡＤＰＣＭ／ＰＣＭ変換され、ＩＳＤＮ８ＫＨｚおよび６４ＫＨｚ信号に同期して
、ＩＳＤＮインターフェイス２２５ヘ出力される。
【０１０３】
［データ端末１０６によるＰＩＡＦＳ通信］
次に、データ端末１０６からのＰＩＡＦＳによるデータ送信動作を、図１５、図２２を参
照しながら説明する。
【０１０４】
図１に示したように、データ端末１０６が、ＰＩＡＦＳカード１０５、ＰＨＳ電話機１０
４、及び本無線通信装置１０１を介してＩＳＤＮ１０７に接続され、ＰＩＡＦＳデータの
通信を行うことのできる相手とデータ通信を行う場合、データ端末１０６の通信アプリケ
ーションソフトが起動し、データ端末１０６に接続されたＰＩＡＦＳカード１０５に対し
て発信要求が出される。すると、ＰＩＡＦＳカード１０５は、ＰＨＳ電話機１０４に対し
て発信要求を転送し、発信要求を受けたＰＨＳ電話機１０４は、上記のＰＨＳ電話機１０
２と同様に、無線通信装置１０１に発信を行い、無線通信装置１０１はＩＳＤＮ１０７に
対して発信を行う（ステップＳ０３０１～ステップＳ０３０４）。ただし、この場合には
、呼設定メッセージ内の情報は、３２Ｋｂｐｓの非制限デジタルデータに設定されている
。
【０１０５】
ＩＳＤＮ１０７からの応答を受けると（ステップＳ０３０５）、ＰＨＳ電話機１０４に対
して応答メッセージを送信し（ステップＳ０３０６）、ＰＨＳ電話機１０４はＰＩＡＦＳ
カード１０５を介して、相手が応答したことをデータ端末１０６に通知する。一方、無線
通信装置１０１は、先の呼設定メッセージ内の情報が３２Ｋｂｐｓの非制限デジタルデー
タに設定されているので、送信データはＰＩＡＰＳデータであると判断し（ステップＳ０
３０７）、第１のポートスイッチ２２９内のスイッチ２３０と、第２のポートスイッチ２
３３内のスイッチ２３１を切替える。
【０１０６】
具体的には、データ線２５１の信号がＩ．４６０変換部２３６を経由してデータ線２５４
に接続されるように、スイッチ２３１を切替え、データ線２５４がデータ線２５８に接続
されるようにスイッチ２３０を切替える（ステップＳ０３１２）。さらに、エコーキャン
セラ２２６は、スルーモードに設定されている（ステップＳ０３１３）。以上の手順でデ
ータ通信チャネルが接続される（ステップＳ０３１４）。
【０１０７】
通信チャネルが確立された後は、まず、データ端末１０６と相手端末との間でＰＩＡＦＳ
プロトコルのネゴシエーションが行われる。ＰＩＡＦＳカード１０５にて送信されるＰＩ
ＡＦＳネゴシエーションフレームは、ＰＨＳ電話機１０４を介して無線通信装置１０１の
ＰＨＳベースバンド処理部２３９で受信される。受信された３２Ｋｂｐｓデータは、デー
タ線２５１を介してＩ．４６０変換処理部２３４で６４Ｋｂｐｓに変換された上で、第１
のポートスイッチ２２９、エコーキャンセラ２２６、ＩＳＤＮインターフェイス２２５、
ＤＳＵ２２３を介してＩＳＤＮ１０７に送信される。
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【０１０８】
このようにして、ＩＳＤＮ１０７に接続された相手との間でＰＩＡＦＳデータの送受信を
行えるようになるので、ＰＩＡＦＳプロトコルに従った所定のネゴシエーションにより、
相手とのＰＩＡＦＳリンクを確立した上で、データの送受信が開始される。データ端末１
０６が送信するデータ（ＰＰＰプロトコルフォーマット）は、ＰＩＡＦＳカード１０５に
よりＰＩＡＦＳヘッダとトレーラが付加され、上記ネゴシエーションフレームと同様の流
れで相手に送られ、相手においてＰ１ＡＦＳヘッダとトレーラが削除されて、データフィ
ールドに格納されたＰＰＰプロトコルフォーマットのデータのみが取出され、上位ソフト
により処理される。
【０１０９】
この際、送信するデータは、図１０に示すＰＩＡＦＳ無線電送フレームに従ったフレーム
構成となっている。また、ＰＨＳエンジン部２３７にて音声通信時に設定されているＶＯ
Ｘ（Ｖｏｉｃｅ　Ｏｐｅｒａｔｅｄ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）やレベルの設定は、全
て０ＦＦされる。ＰＨＳ電話機１０４を介して受信したデータは、全てスルーでデータ信
号線２５１へ出力される。
【０１１０】
ＰＩＡＦＳ通信中の同期信号およびデータ信号は、図２２のように流れる。すなわち、音
声通話時と同様に、ＩＳＤＮ１０７と同期したクロックＩＳＤＮ８ＫＨｚと６４ＫＨｚ、
およびデータ信号が、ＰＨＳベースバンド処理部２３９とＩ．４６０変換部２３６に入力
される。ＰＨＳベースバンド処理部２３９では、内部に有するＰＬＬ回路により同期クロ
ックを作成し、このクロックを基に無線の送受信処理を行う。さらに、内部で同期が確立
した８ＫＨｚの同期信号を、ＰＨＳベースバンド処理部２３９からＩ．４６０変換部２３
６へ出力する。また、前記８ＫＨｚと同期した３２ＫＨｚ信号およびＰＩＡＦＳデータも
同時に出力する。
【０１１１】
Ｉ．４６０変換部２３６は、６４ＫＨｚと３２Ｋｚのデータ速度の変換を行う。この際、
ＩＳＤＮ８ＫＨｚと８ＫＨｚは、立上り、および位相が完全に一致している場合もあるが
、ＰＣＭスロットを用いてＰＣＭ信号を多重化している場合は、位相がずれていることも
考えられる。なお、ＰＣＭ信号を多重化している場合は、データ通信に使用するクロック
は、６４ＫＨｚに限らず１９２ＫＨｚ、３８４ＫＨｚから２０４８ＫＨｚなどの６４ＫＨ
ｚを逓倍したクロックにより構成してもよい。
【０１１２】
［データ端末１０３による１ＳＤＮアクセス動作］
次に、本無線通信装置１０１において、データ端末１０３を用いてＩＳＤＮ１０７をアク
セスする場合の、ＭＰＵ２０１の動作を図１６のフローチャートに従って説明する。
【０１１３】
データ端末１０３がＩＳＤＮ１０７を介して接続された相手とデータ通信を行う場合、デ
ータ端末１０３の通信アプリケーションソフトが起動し、ＡＴコマンドにより発信先番号
が送信される。無線通信装置１０１では、上記コマンドを受信すると（ステップＳ０４０
１）、データはＲＳ２３２Ｃコネクタ２２１を介してＲＳ２３２Ｃコントローラ（シリア
ル通信コントローラ）２１９に入力される。ＲＳ２３２Ｃコントローラ２１９は、データ
を受信すると、ＭＰＵ２０１に割込みをかけ（ステップＳ０４０２）、ＭＰＵ２０１は、
ＲＳ２３２Ｃコントローラ２１９に格納されたデータをＲＡＭ２０４に転送する（ステッ
プＳ０４０３）。
【０１１４】
データ端末１０３からの発信要求を受信しない場合、ＭＰＵ２０１は、Ｕ点インタフェー
ス２２３、およびＴ点インタフェース２２５の状態、すなわちデジタル回線の状態を監視
する（ステップＳ０４２３）。デジタル回線の状態が正常な場合は、データ端末１０３か
らの発信要求を監視する（ステップＳ０４０１）。デジタル回線が正常でない場合は、回
線異常時の処理を行う。ＭＰＵ２０Ｉは、受信したデータを解析して発信要求であること
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を認識すると、ＩＳＤＮインターフェイス２２５の発信処理を起動する（ステップＳ０４
０４）。
【０１１５】
ＩＳＤＮインターフェイス２２５は、ＭＰＵ２０１にてＲＡＭ２０４に格納されているレ
イヤ３のメッセージをＤＭＡ転送し、ＩＳＤＮ１０７との間でメッセージを授受する（ス
テップＳ０４０５）。ＩＳＤＮインターフェイス２２５は、ＩＳＤＮ１０７から応答メッ
セージを受信すると（ステップＳ０４０６）、ＭＰＵ２０１に割込みをかけ、割込みを受
けたＭＰＵ２０１は、相手との接続を認識すると、ＲＳ２３２Ｃコントローラ２１９を介
して、データ端末１０３に接続通知を行う（ステップＳ０４０７）。さらに、ＭＰＵ２０
１は、第１のポートスイッチ２２９を制御し、データ線２５７とデータ線２５８を接続す
る（ステップＳ０４０８）。従って、ＨＤＬＣコントローラ２２７から出力されたデータ
は、エコーキャンセラ２２６、１ＳＤＮインターフェイス２２５、ＤＳＵ２２３、コネク
タ２２２を介してＩＳＤＮ１０７に送信されることになる。
【０１１６】
この際、データ通信においてはエコーキャンセル処理を行う必要がないため、ＭＰＵ２０
１は、第１のポートスイッチ２２９を介してエコーキャンセラ２２６をスルーモードに設
定する（ステップＳ０４０９）。このようにして、データ通信チャネルが接続され、デー
タ端末１０３とＩＳＤＮ１０７との間でデータ送受信を行うことができるようになる（ス
テップＳ０４１０）。
【０１１７】
データ端末１０３は、接続通知を受けることにより、データの送信を関始する。このとき
送信するデ－タは、図１１に示す非同期ＰＰＰに従ったフレーム構成となっている。デー
タ端末１０３が送信するデータは、前述のＡＴコマンドデータと同様にして、ＲＳ２３２
Ｃコントローラ２１９を介してＲＡＭ２０４に格納される。すなわち、データを受信する
と（ステップＳ０４１１）、ＲＳ２３２Ｃコントローラ２１９はＭＰＵ２０１に割込みを
かけ（ステップＳ４１２）、ＭＰＵ２０１は、ＲＡＭ２０４にデータを転送する（ステッ
プＳ０４１３）。
【０１１８】
格納されたデータは非同期ＰＰＰに従っているため、ＩＳＤＮ１０７に送信する際に使用
するＨＤＬＣのフラグパターン（０１１１１１１０）と同一のパターンを含む場合がある
。そこで、ＭＰＵ２０１は、格納されたデータを読出して、上記フラグパターンがデータ
中に現れないようなＰＰＰ非同期／同期変換処理を行う（ステップＳ０４１４）。
【０１１９】
具体的には、フラグパターンと同じビット列が現れた時には、コントロールエスケープ（
０１１１１１０１）＋フラグパターンの第６ビットを反転したデータ（０１０１１１１０
）に置換する処理を行う。その上で、ＭＰＵ２０１は、フラグパターン以外のデータをＨ
ＤＬＣコントローラ２２７に転送し（ステップＳ０４１５）、ＨＤＬＣコントローラ２２
７は、ＩＳＤＮ１０７から抽出した６４ＫＨｚクロックに同期したデータ２５５を第１の
ポートスイッチ２２９に送信し、ＩＳＤＮインターフェイス２２５を介してＩＳＤＮ１０
７に送信する（ステップＳ０４１６）。
【０１２０】
逆に、ＩＳＤＮ１０７からデータを受信すると（ステップＳ０４１７）、コネクタ２２２
、ＤＳＵ２２３、ＩＳＤＮインターフェイス２２５、エコーキャンセラ２２６、第１のポ
ートスイッチ２２９を介して、受信データをＨＤＬＣコントローラ２２７に入力する。Ｈ
ＤＬＣコントローラ２２７は、受信データからフラグパターンを検出すると（ステップＳ
０４１８）、ＭＰＵ２０１に対して割込みをかけ、ＭＰＵ２０１は、受信データをＲＡＭ
２０４に格納する（ステップＳ０４１９）。ＭＰＵ２０１は、格納されたデータのＰＰＰ
同期／非同期変換処理を行った上で（ステップＳ０４２０）、ＲＳ２３２Ｃコントローラ
２１９を介して、データ端末１０３に送信する（ステップＳ０４２１）。このようにして
、データ端末１０３によりＩＳＤＮ１０７を介してデータ通信を行うことが可能となる。
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【０１２１】
図２３に有線データ端末（データ端末１０３）による通信時の同期信号、およびデータ信
号の流れを示す。
【０１２２】
ＩＳＤＮインターフェイス２２５から出力される同期信号は、ＨＤＬＣコントローラ２２
７に直接入力され、この同期信号に同期してデータ端末１０３は、ＰＣＭ信号を送受信す
る。この処理中は、ＩＳＤＮインターフェイス２２５でのみ同期が確立していればよく、
ＨＤＬＣコントローラ２２７は、この同期信号を用いて通信を行うだけである。
【０１２３】
［データ端末１０６によるＰＩＡＦＳデータのＰＰＰ送信］
本無線通信装置１０１において、無線で接続されているデータ端末１０６により、ＰＩＡ
ＦＳデータの通信を行うことのできない相手とデータの通信を行う場合、ＭＰＵ２０１は
、図１７のフローチャートに示す処理を行う。この場合、相手に対してはＰＰＰデータの
形式で送信する必要があるため、無線通信装置１０１内部でデータ変換処理を行う必要が
ある。
【０１２４】
すなわち、データ端末１０６からデータ送信を行う場合には、データ端末１０６の通信ア
プリケーションソフトが起動し、データ端末１０６に接続されたＰＩＡＦＳカード１０５
に対して発信要求が出される。ＰＩＡＦＳカード１０５は、接続されたＰＨＳ電話機１０
４に対して発信要求を出し、発信要求を受けたＰＨＳ電話機１０４は、無線通信装置１０
１に発信する。
【０１２５】
無線通信装置１０１のＰＨＳエンジン部２３７は、ＰＨＳ電話機１０４からの発信要求を
受信すると（ステップＳ０５０１）、ＭＰＵ２０１に対して割込みをかけ（ステップＳ０
５０２）、ＭＰＵ２０１は、ＩＳＤＮインターフェイス２２５の発信処理を起動し（ステ
ップＳ０５０３）、ＩＳＤＮ１０７に対して呼設定メッセージを送信する（ステップＳ０
５０４）。ただし、この場合は、６４Ｋｂｐｓの同期ＰＰＰデータを送信することになる
ので、呼設定メッセージ内の情報は６４Ｋｂｐｓの非制限デジタルデータに設定されてい
る。ＰＨＳ電話機１０４からの発信要求を受信しない場合は、ＭＰＵ２０１は、Ｕ点イン
ターフェイス２２３およびＴ点インターフェイス２２５の状態を監視することにより、Ｉ
ＳＤＮ１０７（デジタル回線）の状態を監視する（ステップＳ０５０５）。デジタル回線
の状態が正常であれば、ＰＨＳ電話機１０４からのリンク確立要求を監視する（ステップ
Ｓ０５０１）。デジタル回線が正常ではないときは、回線異常時の処理を行う。
【０１２６】
ＩＳＤＮ１０７からの応答を受けると（ステップＳ０５０５）、ＰＨＳ電話機１０４に対
して応答メッセージを送信し（ステップＳ０５０６）、ＰＨＳ電話機１０４は、ＰＩＡＦ
Ｓカード１０５を介してデータ端末１０６に相手が応答したことを通知して、通信チャネ
ルが確立される。一方、無線通信装置１０１は、受信したＰ１ＡＦＳデータを同期ＰＰＰ
データとしてＩＳＤＮ１０７に送信するために、第１のポートスイッチ２２９内のスイッ
チ２３０と、スイッチ２３１を切替える。
【０１２７】
具体的には、データ線２５１の信号がＩ．４６０変換部２３６を経由してデータ線２５５
を介してＰＩＡＦＳコントローラ２２８の３２ＫｂｐｓのＰＩＡＦＳデータインターフェ
イスに接続されるように、スイッチ２３１を切替えると同時に、ＨＤＬＣコントローラ２
２７の６４Ｋｂｐｓのデータインターフェイスがデータ線２５７、およびスイッチ２３０
を経由してデータ線２５８に接続されるように、スイッチ２３０を切替える（ステップＳ
０５０７）。また、エコーキャンセラ２２６はスルーモードに設定され、Ｉ４６０変換部
２３６も、変換処理を行わないスルーモードに設定されている（ステップＳ５０９）。
【０１２８】
通信チャネルを確立した後は、まず、データ端末１０６と無線通信装置１０１内のＰＩＡ
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ＦＳコントローラ２２８との間でＰＩＡＦＳプロトコルのネゴシエーションが行われる。
ＰＩＡＦＳカード１０５により送信される通信パラメータ設定要求フレームは、ＰＨＳ電
話機１０４を介して無線通信装置１０１のＰＨＳベースバンド処理部２３９で受信される
（ステップＳ０５１０）。受信した３２Ｋｂｐｓデータは、データ線２５１を介してＩ．
４６０変換部２３６に入力される。Ｉ．４６０変換部２３６は、スルーモードに設定され
ているので、データ変換されないまま第１のポートスイッチ２２９に入力される。第１の
ポートスイッチ２２９に入力されたデータは、スイッチ２３０を経由してＰＩＡＦＳコン
トローラ２２８に入力される。
【０１２９】
ＰＩＡＦＳコントローラ２２８は、通信パラメータ設定要求フレームを受けて、通信パラ
メータ設定受付フレームをＰＨＳエンジン部２３７を経由してデータ端末１０６に送信し
（ステップＳ０５１１）、所定のネゴシエーション手順を終えると、無線データ伝送リン
ク（ＰＩＡＦＳリンク）が確立したか否かを確認する（ステップＳ０５１２）。ＰＩＡＦ
Ｓカード１０５とＰＩＡＦＳコントローラ２２８との間でＰＩＡＦＳリンクが確立すると
、データ端末１０６の送信するデータがＩＳＤＮ１０７ヘ送信開始される。
【０１３０】
具体的には、ＰＩＡＦＳカード１０５は、データ端末１０６にて送信されてきたＰＰＰフ
ォーマットのデータにＰＩＡＦＳヘッダとトレーラを付加し、上記ネゴシエーションフレ
ームの場合と同様に、ＰＨＳ電話機１０４を介して、ＰＩＡＦＳコントローラ２２８に入
力する。ＰＩＡＦＳコントローラ２２８は、データを受信したことを検出すると（ステッ
プＳ０５１３）、ＭＰＵ２０１に割込みをかけ、データを受信したことを通知し、ＰＩＡ
ＦＳフレームのヘッダとトレーラを削除して、ＰＰＰデータをＲＡＭ２０４に転送する（
ステップＳ０５１４）。その後、ＰＰＰデータを同期ＰＰＰフォーマットに変換した上で
（ステップＳ０５１５）、ＲＡＭ２０４に格納されたデータをＨＤＬＣコントローラ２２
７に書込み（ステップＳ５１６）、ＨＤＬＣコントローラ２２７からは、ＩＳＤＮ１０７
の６４ＫＨｚのタイミングに同期してデータが送信される。
【０１３１】
送出されたデータは、スイッチ２３０、エコーキャンセラ２２６、ＩＳＤＮインターフェ
イス２２５、ＤＳＵ２２３を介してＩＳＤＮ１０７に送信される（ステップＳ０５１７）
。逆に、ＩＳＤＮ１０７からデータを受信すると（ステップＳ５１８）、その受信データ
は、コネクタ２２２、ＤＳＵ２２３、ＩＳＤＮインターフェイス２２５、エコーキャンセ
ラ２２６、第１のポートスイッチ２２９を介してＨＤＬＣコントローラ２２７に入力され
る。
【０１３２】
ＨＤＬＣコントローラ２２７は、受信したデータからフラグパターンを検出すると（ステ
ップＳ０５１９）、ＭＰＵ２０１に対して割込みをかけ、ＭＰＵ２０１は、受信したデー
タをＲＡＭ２０４に格納する（ステップＳ０５２０）。ＭＰＵ２０１は、格納されたデー
タのＰＰＰ同期／非同期変換処理を行った上で（ステップＳ０５２１）、ＰＩＡＦＳコン
トローラ２２８によりヘッダとトレーラを付加した上で、ＰＨＳエンジン部２３７を介し
てデータ端末１０６に送信する（ステップＳ０５２２）。
【０１３３】
このようにして、データ端末１０６との間でＰＩＡＦＳデータの送受信を行いながら、Ｉ
ＳＤＮ１０７では同期ＰＰＰデータ通信を行うことが可能になる。
【０１３４】
図２４に無線で接続されたデータ端末による同期ＰＰＰデータ通信時の同期信号およびデ
ータ信号の流れを示す。
【０１３５】
本処理を行っているときには、ＩＳＤＮ１０７と同期したクロックであるＩＳＤＮ８ＫＨ
ｚは、ＨＤＬＣコントローラ２２７とベースバンド処理部２３９の両方に入力される。Ｈ
ＤＬＣコントローラ２２７およびベースバンド処理郎２３９は、ＩＳＤＮ８ＫＨｚ信号に
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同期して送受信処理を行う。ＩＳＤＮ１０７からデータを受信時は、ＨＤＬＣコントロー
ラ２２７は、ＩＳＤＮ８ＫＨｚ、６４ＫＨｚに同期したデータを分解し、８ｂｉｔ形式の
データとしてＲＡＭ２０４に転送する。ＰＩＡＦＳコントローラ２２８は、ＲＡＭ２０４
に転送されたデータを、ＰＩＡＦＳフォーマットのデータに組立て、ＩＳＤＮ１０７と同
期している８ＫＨｚおよび３２ＫＨｚの信号と同期して、ＰＨＳベースバンド処理部２３
９を介してＰＨＳ電話機１０４へ送信する。
【０１３６】
逆にＰＨＳ電話器１０４から送信されるＰＩＡＦＳデータは、ＩＳＤＮ１０７に同期した
８ＫＨｚ、３２ＫＨｚに同期してＰＨＳベースバンド処理部２３９から出力され、ＰＩＡ
ＦＳコントローラ２２８によりＰＩＡＦＳフォーマットからデータを取出し、ＲＡＭ２０
４ヘ転送される。ＨＤＬＣコントローラ２２７は、ＲＡＭ２０４からデータを読出し、Ｈ
ＤＬＣのフォーマットに組立てて、ＩＳＤＮ８ＫＨｚおよび６４ＫＨｚに同期してＩＳＤ
Ｎ１０７へ出力する。
【０１３７】
この時、ＩＳＤＮ８ＫＨｚと８ＫＨｚは、立上りおよび位相が完全に一致している場合も
あるが、ＰＣＭスロットを用いてＰＣＭ信号を多重化している場合は位相がずれているこ
とも考えられる。なお、ＰＣＭ信号を多重化している場合は、データ通信用に使用するク
ロックは、６４ＫＨｚに限らず、１９２ＫＨｚ、３８４ＫＨｚ～２０４８ＫＨｚなどの６
４ＫＨｚを逓倍したクロックにより構成してもよい。
【０１３８】
［ＩＳＤＮ１０７からのデータ着信時の通信動作］
図１８～図１９は、本無線通信装置１０１に收容しているデータ端末を着信時に確認して
通信を行う処理を示すフローチャートである。
【０１３９】
ＩＳＤＮインターフェイス２２５によりＩＳＤＮ１０７からの受信データの有無を監視し
、ＩＳＤＮ１０７からの受信制御データが有ることを検出すると（ステップＳ０６０１）
、ＭＰＵ２０１に対して割込みをかけ（ステップＳ０６０２）、受信データをＲＡＭ２０
４に転送する（ステップＳ０６０３）。割込みを受けたＭＰＵ２０１は、ＲＡＭ２０４か
ら受信データを読出し、このデータが着呼を示していた場合は、着呼に対する接続処理を
行い（ステップＳ０６０４）、着信呼情報中の呼設定に基づいて音声、データ、無線デー
タ通信のどのプロトコルによる通信を行うか否かを判定する（ステップＳ０６０５）。
【０１４０】
本実施形態では、３２Ｋｂｐｓの非同期バーストデ－タをＰＩＡＦＳデータ通信プロトコ
ルにより通信する要求を受けた時の処理を表す。
【０１４１】
ＩＳＤＮ１０７からの着信要求を受信しない場合、ＭＰＵ２０１は、Ｕ点インターフェイ
ス２２３およびＴ点インターフェイス２２５の状態を監視することにより、ＩＳＤＮ１０
７（デジタル回線）の状態を監視する（ステップＳ０６１７）。デジタル回線の状態が正
常であれば、ＰＨＳ電話機からのリンク確立要求を監視する（ステップＳ０６０１）。デ
ジタル回線が正常でない場合は、回線異常時の処理を行う。
【０１４２】
ＭＰＵ２０１は、ＰＩＡＦＳデータ通信プロトコルによる着信であることを検出すると、
ＲＳ２３２Ｃコントローラ２１９に接続されているデータ端末が有るある否かを確認する
メッセージを、ＡＴコマンドで送信すると共に、ＰＨＳエンジン部２３７のＣＰＵ２３８
に対して、データ端末の収容の有無および使用可能か否かを確認する（ステップＳ０６０
６）。この結果、システムで有線および無線のデータ端末１０３、１０６を収容し、両デ
ータ端末が使用可能であった場合（ステップＳ０６０７）、ＭＰＵ２０１は、ＲＳ２３２
Ｃコントローラ部２１９およびＰＨＳエンジン部２３７に対して、着信があったことを通
知し、データ端末１０３、１０６に対して着信を行わせる。
【０１４３】
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収容しているデータ端末が有線のデータ端末１０３であった場合は（ステップＳ０６０８
）、ＩＳＤＮインターフェイス２２５に対して、呼出中を示す信号を送信し、ＩＳＤＮ１
０７に対して送信させる。また、ＲＳ２３２Ｃコントローラ２１９に対して着信処理を促
すメッセージを送信し、ＲＳ２３２Ｃコネクタ２２１を介して、ＡＴコマンドでデータ送
信する（ステップＳ０６１３）。この後、データ端末１０３から着信の応答があった場合
は（ステップＳ０６１４）、ＰＩＡＦＳデータ通信プロトコルから有線データ通信プロト
コルヘのデータの変換処理を行い、データ端末１０３との通信を開始する（図１６参照）
。
【０１４４】
また、収容しているデータ端末がデータ端末１０６のみであった場合は（ステップＳ０６
０９）、ＩＳＤＮインターフェイス２２５に対しては呼出を示す信号を送信し、ＩＳＤＮ
１０７に対して呼出中を示す信号を送信する。また、ＰＨＳエンジン部２３７に対して着
信処理を行うよう指示するメッセージを送信する（ステップＳ０６１５）。そして、デー
タ端末１０６から応答があったことを示すメッセージをＰＨＳエンジン部２３７のＣＰＵ
２３８より受信すると（ステップＳ０６１６）、ＭＰＵ２０１は、データ端末１０６での
ＰＩＡＦＳ伝送プロトコルによるデータ通信を開始する（図１５参照）。
【０１４５】
ＩＳＤＮ１０７からの着信時に有線および無線で接続されるデータ端末が無いと判断した
場合は、ＩＳＤＮインターフェイス２２５に対して切断要求を送信し（ステップＳ０６１
０）、ＩＳＤＮインターフェイス２２５は、ＩＳＤＮ１０７に対して切断を送信し（ステ
ップＳ０６１１）、通信を終了させる（ステップＳ０６１２）。
【０１４６】
［有線および無線で接続されるデータ端末を有する場合の着信処理］
有線および無線で接続されるデータ端末１０３、１０６を収容し、データ通信が可能なア
プリケーションが立上っていることを検出した場合、ＭＰＵ２０１は、ＩＳＤＮインター
フェイス２２５に対して呼出を示す信号を送信し、ＩＳＤＮ１０７に対して呼出中を示す
信号を送信する。また、ＰＨＳエンジン部２３７のＣＰＵ２３８に対して着信処理を行う
ようメッセージを送信する（ステップＳ０７０１）。
【０１４７】
さらに、ＲＳ２３２Ｃコントローラ２１９に対して着信処理を促すメッセージを送信し、
ＲＳ２３２Ｃコネクタ２２１を介してＡＴコマンドのデータを送信する（ステップＳ０７
０２）。そして、データ端末１０３から着信への応答をＡＴコマンドで受信した場合は（
ステップＳ０７０３）、ＩＳＤＮインターフェイス２２５に対して応答信号を送信し、Ｄ
ＳＵ２２３、コネクタ２２２を介してＩＳＤＮ１０７に送信させる。また、ＭＰＵ２０１
は、第１のポートスイッチ２２９を制御し、データ線２５７とデータ線２５８を接続する
（ステップＳ０７１３）。
【０１４８】
従って、ＨＤＬＣコントローラ２２７から出力されたデータは、エコーキャンセラ２２６
、ＩＳＤＮインターフェイス２２５、ＤＳＵ２２３、コネクタ２２２を介してＩＳＤＮ１
０７に送信されることになる。このデータ通信においては、エコーキャンセル処理を行う
必要がないため、ＭＰＵ２０１は、第１のポートスイッチ２２９を介して、エコーキャン
セラ２２６をスルーモードに設定する（ステップＳ０７１４）。
【０１４９】
以上の処理で、データ通信チャネルが接続され、データ端末１０３によりＩＳＤＮ１０７
との間でデータ送受信を行うことができるようになる（ステップＳ０７１５）。その後、
受信したデータをＰＩＡＦＳデータ通信プロトコルから有線データ通信プロトコルに変換
し、データ通信を行う（図１６参照）。
【０１５０】
ＭＰＵ２０１は、データ端末１０３からの応答を確認できない場合、データ端末１０６か
らの応答を確認する（ステップＳ０７０４）。データ端末１０６からの応答を確認した場
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合は、ＰＨＳエンジン部２３７のＣＰＵ２３８による無線リンクの確立を確認する（ステ
ップＳ０７０５）。ＣＰＵ２３８による無線リンクの確立を確認すると、ＭＰＵ２０１は
、ＩＳＤＮインターフェイス２２５に対してその旨を通知して、ＤＳＵ２２３、コネクタ
２２２を介してＩＳＤＮ１０７にも通知させ、ＩＳＤＮ１０７とＰＨＳ電話機１０４間の
通話路を接続する処理へ移行する（ステップＳ０７０６）。
【０１５１】
ＭＰＵ２０１は、ＰＩＡＦＳデータをＩＳＤＮ１０７との間で送受信するために、第１の
ポートスイッチ２２９内のスイッチ２３０と、第２のポートスイッチ２３３内のスイッチ
２３１を切替える。具体的には、データ線２５１の信号がＩ．４６０変換部２３６を経由
してデータ線２５４を介してＩＳＤＮインターフェイス２２５に接続されるようにスイッ
チ２３１を切換え、データ線２５４とデータ線２５８を接続する（ステップＳ０７０７）
。また、エコーキャンセラ２２６は、スルーモードに設定される（ステップＳ０７０８）
。本処理が終了すると、ＩＳＤＮ１０７とデータ端末１０６間の通信チャネルが確立し、
無線、及びＩＳＤＮ１０７を介して行うデータ伝送が可能になる（ステップＳ７０９）。
【０１５２】
通信チャネルを確立した後は、まず、ＩＳＤＮ１０７を介して、データ端末１０６と発呼
側端末との間でＰＩＡＦＳプロトコルのネゴシエーションが行われる。Ｐ１ＡＦＳカード
１０５により送信される通信パラメータ設定要求フレームは、ＰＨＳ電話機１０４を介し
て無線通信装置１０１のＰＨＳベースバンド処理部２３９で受信される（ステップＳ０７
１０）。受信した３２Ｋｂｐｓデータは、データ線２５１を介してＩ．４６０変換部２３
６に入力される。Ｉ．４６０変換部は、３２ＫｂｐｓのデータをＩＳＤＮ１０７に送信す
るため、ダミービットを挿入して、第１のポートスイッチ２２９に入力する。
【０１５３】
第１のポートスイッチ２２９では、６４ＫｂｐｓのＰＣＭデータをそのままエコーキャン
セラ２５８、ＩＳＤＮインターフェイス２２５を介してＩＳＤＮ１０７へ送信する。また
、ＩＳＤＮ１０７より受信したＰＩＡＦＳデータは、ＰＣＭデータとして、ＩＳＤＮイン
ターフェイス２２５、エコーキャンセラ２５８、第１のポートスイッチ２２９をスルーで
通過して、Ｉ．４６０変換部２３６でダミービットを削除し、３２Ｋｂｐｓのデータに変
換して、ＰＨＳエンジン部２３７ヘ送信する（ステップＳ０７１１）。
【０１５４】
所定のネゴシエーション手順を終えると、無線データ伝送リンク（ＰＩＡＦＳリンク）が
確立したか否かを確認し（ステップＳ０７１２）、ＰＩＡＦＳリンクが確立した場合は、
ＰＩＡＦＳデータ通信プロトコルによるデータ通信を開始する（図１７参照）。
【０１５５】
［無線データ端末によるプリントアウト時の処理］
ＩＳＤＮ１０７を使用していない時に、データ端末よりＰＩＡＦＳを用いたプリントアウ
ト要求があることを、ＰＨＳエンジン部２３７のＣＰＵ２３８を介して受信した場合（ス
テップＳ０８０１）、ＭＰＵ２０１は、第２のポートスイッチ２３３の内のポートスイッ
チ２３１を制御してクロック（ＰＨＳエンジン部２３７から出力される８ＫＨｚ、３２Ｋ
Ｈｚ）、およびデータ（３２ＫＨｚに同期して入力される信号）をスルーで第１のポート
スイッチ２２９に入力する。第１のポートスイッチ２２９では、このプリントアウト要求
信号をＰＩＡＦＳコントローラ２２８に出力すべく、パス２５５に切替える（ステップＳ
０８０２）。無線部からのデータ受信要求を受信しない場合、ＭＰＵ２０１は、Ｕ点イン
ターフェイス２２３およびＴ点インターフェイス２２５の状態を監視することにより、Ｉ
ＳＤＮ１０７の状態を監視する（ステップＳ０８１１）。ＩＳＤＮ１０７の状態が正常で
あれば、無線部からのプリントデータ送信要求を監視する（８０８０１）。デジタル回線
が正常である場合は、ＩＳＤＮ１０７からの同期信号に基づいてシステム全体を動作させ
るように処理する。
【０１５６】
ＰＩＡＦＳコントローラ２２８は、受信した３２Ｋｂｐｓのデータを、所定のフレームの
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データ部として取出し、内部に有するフレーム検出部で正常に検出したことを確認すると
、ＭＰＵ２０１に対して割り込みをかける（ステップＳ０８０３）。ＭＰＵ２０１は、受
信したデータをＲＡＭ２０４に格納する（ステップＳ０８０４）。ＭＰＵ２０１は、ＦＡ
Ｘエンジン部２０５のＣＰＵ２０６と通信して、格納されたデータを共有レジスタ２１８
を介してＦＡＸエンジン部２０５のメモリに転送する（ステップＳ０８０５）。
【０１５７】
すると、ＦＡＸエンジン部２０５は、所定の手順により、カラープリント部２０８を制御
し、受信データをプリントアウトする（ステップＳ０８０６）。このプリントアウト中に
、ＰＨＳエンジン部２３７からのデータ転送が完了したか否かを確認し（ステップＳ０８
０７）、転送が完了している場合は、ＭＰＵ２０１は、ＦＡＸエンジン部２０５に対して
その旨を通知すると共に、無線部との切断処理を行う（ステップＳ０８０８）。また、Ｍ
ＰＵ２０１は、カラープリンタ２０８でのプリントアウトが終了するかを監視する（ステ
ップＳ０８０９）。そして、プリントアウトが終了した旨をＦＡＸエンジン部２０５のＣ
ＰＵ２０６から受信すると、プリントアウトのリソースが解放されたものとして（ステッ
プＳ０８１０）、待機状態へ移行する。
【０１５８】
図２５にＩＳＤＮ１０７と未接続時の同期信号およびデータ信号の流れを表す図を示す。
未接続によりＩＳＤＮ１０７と同期が取れない場合は、ベースバンド処理部２３９は、自
ら有するＴＣＸＯの基準クロックから８ＫＨｚおよび３２ＫＨｚの同期用のクロックを作
成する。そして、この同期信号とＰＩＡＦＳデータをＰＩＡＦＳコントローラ２２８へ入
力し、データ送受信を行う。
【０１５９】
図２６にＩＳＤＮ１０７と同期が取れている場合の同期信号およびデータ信号の流れを表
す図を示す。音声通話時と同様に、ＩＳＤＮ１０７と同期したクロックＩＳＤＮ８ＫＨｚ
と６４ＫＨｚ、およびデータ信号がＰＨＳベースバンド処理部２３９に入力される。この
信号は、ＰＩＡＦＳコントローラ２２８にも入力される。ＰＨＳベースバンド処埋部２３
９では、内部に有するＤＰＬＬ回路により同期クロックを作成し、このクロックを基に無
線による送受信処理を行う。さらに、内部で同期が確立した８ＫＨｚの同期信号をＰＩＡ
ＦＳコントローラ２２８に出力する。また８ＫＨｚと同期した３２ＫＨｚ信号およびＰＩ
ＡＦＳデータも、同時に出力する。
【０１６０】
ＰＩＡＦＳコントローラ２２８は、入力される同期信号およびＰＩＡＦＳデータからデー
タを取出し、ＲＡＭ２０４に転送する。この場合、ＩＳＤＮ８ＫＨｚと８ＫＨｚは、立上
り、および位相が完全に一致している場合もあるが、ＰＣＭスロットを用いてＰＣＭ信号
を多重化している場合は、位相がずれていることも考えられる。なお、ＰＣＭ信号を多重
化している場合は、データ通信用に使用するクロックは、６４ＫＨｚに限らず、１９２Ｋ
Ｈｚ、３８４ＫＨｚから２０４８ＫＨｚなどの６４ＫＨｚを逓倍したクロックにより構成
してもよい。
【０１６１】
本実施形態においては、ＰＩＡＦＳは３２ｋｂｐｓで行っているが、２つのＢＢＩＣ（２
３９，２４０）の３２ｋｂｐｓの出力を合成する手段を有することで、同様の構成で６４
ｋｂｐｓ以上のデータ通信に対応が可能になる。
【０１６２】
以上説明したように、本実施形態では、ＩＳＤＮから供給されたフレーム信号に基づいて
同期用のクロックを生成しているので、高価なＴＣＶＣＸＯを使用することなく、安価な
構成でＩＳＤＮとの同期を取って音声およびデータ通信を行うことが可能となる。
【０１６３】
また、ＴＣＶＣＸＯを使用せず、同期処理部のＣＲ回路が不要になるので、実装面積を小
さくして小型化を図ることもできる。さらに、デジタル回路で使用するバッファを少なく
することができ、構成が簡単になることにより、データ通信時のスループット、および音
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声品質等を向上させることができる。
【０１６４】
なお、本発明は、上記の実施形態に限定されることなく、例えば、上記のように無線デー
タ伝送プロトコルとしてＰＩＡＦＳを用いることなく、他の無線通信方式や無線データ伝
送プロトコルを用いることも可能である。
【０１６５】
また、デジタル公衆回線としては、ＩＳＤＮに限らず、ＡＴＭ（Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕ
ｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）、光通信、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗ
ｏｒｋ）、衛星通信などのネットワークを使用する場合においても、ネットワーク網との
同期を取る場合に適用することが可能である。
【０１６６】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、デジタル公衆回線に接続可能であり、デジタル
無線基地局機能を有する無線通信装置において、 前記デジタル公衆回
線と同期した第１のクロックを発生する第１のクロック発生手段と、

第２のクロックを分周することにより、無線通信のための第３のクロックを発生す
る第３のクロック発生手段と、デジタル公衆回線との同期がとれていると、第１のクロッ
クに同期して、第３のクロックを発生させる制御手段とを備えたので、

を安価に すること
が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る無線通信装置を適用した通信システムを示す図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る無線通信装置の概略構成を示すブロック図である。
【図３】ＰＨＳエンジン部の詳細な構成を示すブロック図である。
【図４】第１のポートスイッチの受信系の詳細な構成を示すブロック図である。
【図５】第１のポートスイッチの送信系の詳細な構成を示すブロック図である。
【図６】第２のポートスイッチの詳細な構成すブロック図である。
【図７】アナログスイッチの詳細な構成を示すブロック図である。
【図８】Ｕ点およびＴ点インターフェイス回路の構成を示すブロック図である。
【図９】ＰＨＳ無線伝送フレームフォーマットを示した図である。
【図１０】無線データ伝送プロトコル（ＰＩＡＦＳ）で使用するフレームフォーマットを
示した図である。
【図１１】ＰＰＰのフレームフォーマットを示した図である。
【図１２】ＭＰＵ２０１の電源投入時の動作を示すフローチャートである。
【図１３】ＰＨＳエンジン部の電源投入時の動作を示すフローチャートである。
【図１４】図１３の続きのフローチャートである。
【図１５】ＰＨＳ電話機による音声通信動作、およびデータ端末によるＰＩＡＦＳ通信動
作を示すフローチャートである。
【図１６】有線で接続されたデータ端末によるデータ通信動作を示すフローチャートであ
る。
【図１７】無線で接続されたデータ端末による同期ＰＰＰデータ通信動作を示すフローチ
ャートである。
【図１８】着信時のデータ通信動作を示すフローチャートである。
【図１９】図１８の続きのフローチャートである。
【図２０】内部クロックモードでのプリントアウト動作を示すフローチャートである。
【図２１】ＰＨＳ通話時の同期信号およびデータ信号の流れを示す図である。
【図２２】ＰＩＡＦＳ通信時の同期信号およびデータ信号の流れを示す図である。
【図２３】有線で接続されたデータ端末による通信時の同期信号およびデータ信号の流れ
を示す図である。
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高周波ユニットと、
前記高周波ユニット

からの

高周波ユニットに
設けられたクロック発生手段を利用することにより、デジタル公衆回線との同期が取れて
いなくても、必要なクロックを発生することができる無線通信装置 提供



【図２４】無線で接続されたデータ端末による同期ＰＰＰデータ通信時の同期信号および
データ信号の流れを示す図である。
【図２５】ＩＳＤＮと未接続時の同期信号およびデータ信号の流れを示す図である。
【図２６】ＩＳＤＮとの同期確立時の同期信号およびデータ信号の流れを示す図である。
【図２７】従来の通信システムの構成図である。
【図２８】従来のターミナルアダプタの構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
２０１：ＭＰＵ
２０２：バス
２０３：ＲＯＭ
２０４：ＲＡＭ
２０５：ＦＡＸエンジン部
２０６，２３８：ＣＰＵ
２０７：内部バス
２０８：カラープリンタ
２０９：カラースキャナ
２１０：オペレーションパネル
２１１：パラレル通信ポート
２１２：インターフェイス
２１３：モデム部
２１４：ハンドセット
２１５：スピーカ
２１６：音源
２１７：アナログスイッチ
２１８：共有レジスタ
２１９：ＲＳ２３２Ｃコントローラ
２２５：ＩＳＤＮインターフェイス
２２６：エコーキャンセラ
２２７：ＨＤＬＣコントローラ
２２８：ＰＩＡＦＳコントローラ
２２９：第１のポートスイッチ
２３３：第２のポートスイッチ
２３６：Ｉ．４６０変換部
２３７：ＰＨＳエンジン部
２３９，２４０：ＰＨＳベースバンド処理部
２４２：ＲＦユニット
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(28) JP 3689591 B2 2005.8.31



【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】
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【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】
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【 図 ２ ８ 】
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